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一
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン

〜
「
あ
る
保
守
主
義
者
」

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス(W

illiam
E

lliot
G

riffis,
1843-1928)

は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
に
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て

来
日
し
た
。
版
籍
奉
還
、
つ
い
で
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
た
時
期
の
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
ま
ず
、
福
井
藩
の
藩
校

明
新
館
で
、
廃
藩
置
県
の
翌
年
は
東
京
に
出
て
、
大
学
南
校
（
東
京
大
学
の
前
身
）
で
化
学
を
教
え
た
。
そ
し
て
四
年
間
の
滞
在
を
経

て
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
故
郷
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
牧
師
の
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
、『
皇
国
』（T

he
M

ikado’
s

E
m

pire

一
八
七

六
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
日
本
に
関
す
る
著
書
や
雑
誌
記
事
を
著
わ
し
た
。「Japan’s

friend

」
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
（
新
聞

の
死
亡
記
事
）、
親
日
家
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
そ
の
著
書
は
長
く
版
を
重
ね
た
。

だ
が
、
今
の
日
本
で
グ
リ
フ
ィ
ス
の
名
前
が
そ
れ
ほ
ど
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。『
皇
国
』
と
い
う
、
や
や

時
代
が
か
っ
た
印
象
を
あ
た
え
る
タ
イ
ト
ル
の
代
表
作
も
、
た
と
え
ば
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
や
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
著
作
と

比
べ
れ
ば
、
一
般
に
読
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

『
皇
国
』
は
、
第
一
部
が
日
本
の
通
史
、
第
二
部
が
滞
在
記
で
あ
り
、
そ
の
中
に
廃
藩
置
県
前
後
の
福
井
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
来
日
を
決
め
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
在
学
中
に
知
り
合
っ
た
福
井
藩
か
ら
の
留
学

生
、
日
下
部
太
郎(1845-1870)

と
の
親
交
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
初
期
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
の
一
人
と
し
て
の
グ
リ
フ

ィ
ス
に
対
す
る
近
年
の
関
心
は
、
主
と
し
て
福
井
と
の
つ
な
が
り
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福
井
で
の
事
績
や
グ
リ
フ
ィ
ス
周
辺

の
人
々
に
つ
い
て
、
山
下
英
一
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
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私
の
場
合
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン(1850-1904)

の
中
期
の
作
品
、「
あ
る
保
守
主
義
者
」（“A

C
onservative”

、『
心
』K

okoro

所
収
）
を
通
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
こ
と
を
知
り
、
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ハ
ー
ン
の
「
あ
る
保
守
主
義
者
」
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
変
動
の
時
代
を
生
き
た
一
人
の
青
年
の
物
語
で
、
そ
の
な
か

で
、
侍
と
し
て
の
厳
し
い
教
育
を
受
け
た
主
人
公
は
、
西
洋
文
明
に
接
し
て
衝
撃
を
う
け
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
も
の
の
、
欧

米
に
わ
た
っ
て
西
洋
世
界
を
流
転
し
た
の
ち
、
や
が
て
日
本
に
戻
っ
て
く
る
。
船
上
か
ら
、
霊
峰
富
士
の
美
し
さ
を
仰
ぎ
見
つ
め
る

主
人
公
の
感
慨
を
描
く
最
後
の
く
だ
り
は
、
青
年
の
祖
国
回
帰
を
象
徴
す
る
場
面
と
し
て
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
話
の
モ
デ

ル
が
実
は
、
雨
森
信
成
と
い
う
福
井
の
士
族
で
、
若
き
日
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
教
え
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
雨
森
は
長
じ
て
ハ
ー

ン
の
友
人
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
そ
の
人
物
」
と
い
う
見
事
な
英
文
の
追
悼
文
を
載
せ

た
。
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
す
で
に
山
下
英
一
と
平
川
祐
弘
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、

福
井
出
身
の
青
年
の
物
語
を
通
じ
て
ハ
ー
ン
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ハ
ー
ン
の「
あ
る
保
守
主
義
者
」の
な
か
に
は
、

グ
リ
フ
ィ
ス
と
と
も
に
福
井
の
藩
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た
外
国
人
教
師
の
ク
ラ
ス
の
様
子
な
ど
も
興
味
深
く
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン
は
、
雨
森
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
互
い
の
こ
と
を
認
識
し
て
は
い
た
が
、
直
接
の
交
流
は
な
か
っ
た
。
来

日
の
時
期
も
、
来
日
し
た
時
の
年
齢
も
、
ま
た
来
日
以
降
の
人
生
の
歩
み
も
異
な
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
方
が
ハ
ー
ン
よ
り
七
歳
年
上

だ
が
、
ハ
ー
ン
よ
り
二
十
年
前
、
明
治
の
初
期
に
来
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
二
十
七
歳
、
明
治
中
期
に
き
た
ハ
ー
ン
は
す
で
に
四
十
歳
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
帰
国
後
、
来
日
前
か
ら
の
予
定
通
り
、
牧
師
の
道
を
進
み
、
ハ
ー
ン
は
日
本
に
帰
化
し
て
日
本
で
人
生
を
終
え
る
。

で
は
、
日
本
研
究
者
と
し
て
の
互
い
の
著
作
に
関
し
て
は
、
ど
う
か
。
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ハ
ー
ン
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』
を
読
ん
で
い
る
。
蔵
書
（
富
山
大
学
の
ヘ
ル
ン
文
庫
）
に
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』
第

五
版
（
一
八
八
六
年
）
と
、『
日
本
妖
精
物
語
』（Japanese

F
airy

W
orld:

Stories
from

the
W

onderlore
of

Japan,
N

.Y
.,

Jam
es

H
.

B
arhyte

、

一
八
八
〇
年
）
が
残
っ
て
い
る
が
、『
皇
国
』
の
方
は
、
お
そ
ら
く
は
、
来
日
前
に
購
入
し
、
持
参
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
来
日
の
年
、

一
八
九
〇
年
に
は
第
六
版
が
出
て
、
そ
の
後
も
二
、
三
年
お
き
に
改
版
を
重
ね
て
い
る
た
め
、
後
に
取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

第
五
版
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
柔
術
」（『
東
の
国
か
ら
』
所
収
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の

名
を
あ
げ
て
、『
皇
国
』
第
一
部
の
宗
教
史
の
部
分
に
言
及
し
て
い
る
。

一
方
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
ハ
ー
ン
の
遺
著
『
日
本

解
釈
の
試
み
』（Japan,

A
n

Interpretation

、
一
九
〇
四
年
）
の
書
評
を
書
い
て

お
り
、
晩
年
の
著
作
『
ミ
カ
ド
』(T

he
M

ikado:
Institution

and
P

erson.
1915)

と
い
う
明
治
天
皇
論
の
な
か
で
も
ハ
ー
ン
の
こ

の
著
に
言
及
し
て
（
１
）

い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
晩
年
に
、
再
び
、Japanese

F
airy

T
ales

（
一
九
二
三
年
）
と
い

う
題
の
日
本
の
伝
説
集
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス
一
家
の
先
祖
と
ゆ
か
り
の
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
な

ど
の
妖
精
物
語
集
を
集
中
的
に
出
し
た
。
ま
る
で
ハ
ー
ン
晩
年
の
再
話
作
品
群
を
意
識
し
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
の
だ
が
、
ハ
ー
ン

の
方
も
『
日
本

解
釈
の
試
み
』
の
装
丁
で
、
扉
に
「
神
国
」
と
い
う
漢
字
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
入
れ
た
の
は
（
そ
の
た
め
に
翻
訳
の

邦
題
は
『
神
国
日
本
』
と
題
さ
れ
た
）、
グ
リ
フ
ィ
ス
のT

he
M

ikado’
s

E
m

pire

の
、
背
に
金
色
で
「
皇
国
」
と
漢
字
で
記
し
た
装
丁

に
な
ら
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
手
の
日
本
研
究
を
意
識
す
る
部
分
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン
は
、
こ
れ
ま
で
、
来
日
外
国
人
教
師
と
し
て
は
、
正
反
対
の
立
場
に
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

科
学
者
と
文
学
者
、
キ
リ
ス
ト
者
と
反
キ
リ
ス
ト
教
。
そ
し
て
日
本
の
西
洋
化
と
近
代
化
を
グ
リ
フ
ィ
ス
は
全
面
的
に
支
持
し
、
ハ

ー
ン
は
懸
念
を
表
明
し
た
。
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だ
が
、
二
人
の
日
本
体
験
で
最
も
大
き
な
共
通
点
は
、
日
本
で
の
最
初
の
日
々
を
、
東
京
で
は
な
く
、
地
方
の
一
都
市
で
過
ご
し

た
こ
と
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福
井
も
、
松
江
も
、
日
本
海
に
面
し
た
城
下
町
で
、
西
洋
化
・
文
明
化
の
波
に
の
ま
れ
ず
に
、
古
い

文
化
と
習
慣
が
残
っ
て
い
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
福
井
で
、
ハ
ー
ン
は
松
江
で
そ
れ
ぞ
れ
一
年
前
後
を
過
ご
し
て
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス

も
ハ
ー
ン
も
最
後
は
東
京
へ
と
転
任
し
て
い
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』、
ハ
ー
ン
の
『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』（
一
八
九
四
年
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
に
関
し
て
二
人
が
書
い

た
最
初
の
本
で
、
二
人
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
も
な
る
。
福
井
と
松
江
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
舞
台
で
あ
り
、
と
も
に
、
明
治
の
日
本

の
地
方
生
活
を
描
い
た
作
品
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
雰
囲
気
と
風
景
と
土
地
の
人
々
の
暮
ら
し
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。

特
に
、『
皇
国
』
の
第
二
部
、
日
本
体
験
記
の
部
分
は
、
一
人
の
若
者
、
二
十
八
歳
の
青
年
の
異
文
化
体
験
の
記
録
と
し
て
も
、

極
め
て
魅
力
的
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
現
代
に
お
い
て
も
、
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
根
本
的

な
秘
訣
を
そ
の
著
作
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン
は
、
一
見
、
宗
教
に
つ
い
て
、
日
本
文
化
の
行
く
末
に
つ
い
て
、
正
反
対
の
立
場
に
あ
る
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
実
は
、
そ
の
根
本
に
お
い
て
、
深
く
通
じ
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
ハ
ー
ン
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
、
な
に
か
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
福
井
と
松
江
と
い
う
、
日
本
海
に
面
し
た
古
い
土
地
柄
の

な
か
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
ハ
ー
ン
へ
と
つ
な
が
る
日
本
体
験
の
根
幹
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
論
で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』
と
福
井
滞
在
時
の
日
記
の
記
述
を
、
他
の
来
日
外
国
人
、
特
に
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力
と
現
代
に
通
じ
る
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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二
、
福
井
の
朝
、
松
江
の
朝

一
八
七
〇
年
十
二
月
二
十
九
日
に
横
浜
に
到
着
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
年
明
け
の
翌
一
月
二
日
に
は
、
任
地
福
井
へ
と
向
か
う
。

朝
霜
が
降
り
て
、
空
気
は
身
を
切
る
よ
う
に
冷
た
く
、
晴
れ
渡
っ
た
空
に
、
江
戸
湾
が
き
ら
き
ら
と
輝
く
美
し
い
日
だ
っ
た
と
い

う
。
上
陸
の
際
に
は
、
富
士
山
を
讃
え
て
、「
雪
の
衣
服
を
着
た
山
の
女
王
が
澄
み
切
っ
た
空
気
の
な
か
で
朝
日
の
冠
を
頂
い
て
い

る
」
と
、
来
日
す
る
外
国
人
の
定
番
の
挨
拶
の
よ
う
な
言
葉
を
記
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
が
横
浜
を
出
て
、
東
海
道
を
西
へ
と

進
み
始
め
た
時
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「（
横
浜
の
）
外
国
の
景
色
を
後
に
す
る
と
真
の
日
本
が
見
え
て
く
る
。」「
す
べ
て
が
珍
し
い
。」

「
詩
人
に
な
っ
て
見
る
も
の
す
べ
て
を
表
現
し
た
い
、
画
家
に
な
っ
て
描
き
た
い
」（
第
二
章
「
東
海
道
馬

（
２
）

車
の
旅
」）
と
思
っ
た
と
い

う
。『

皇
国
』
第
二
部
は
、
来
日
直
後
の
横
浜
の
様
子
に
始
ま
り
、
福
井
赴
任
の
東
海
道
の
旅
、
京
都
か
ら
琵
琶
湖
経
由
で
越
前
に
至

る
旅
の
見
聞
が
、
青
年
の
心
地
良
い
興
奮
と
と
も
に
記
さ
れ
て
、
著
書
の
中
核
を
な
す
福
井
で
の
体
験
と
、
日
本
文
化
論
へ
の
導
入

の
役
を
果
た
し
て
い
る
。
敦
賀
を
前
に
し
て
福
井
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、「
日
本
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
文
明
の
な

か
で
、
物
を
見
、
空
気
を
吸
う
の
は
、
精
神
に
酸
素
を
（
３
）

送
る
」
よ
う
だ
と
さ
え
思
う
。

そ
し
て
『
皇
国
』
と
い
う
作
品
が
、
明
治
日
本
の
地
方
都
市
で
の
見
聞
を
通
し
て
、
い
か
に
見
事
に
時
代
を
活
写
し
て
い
る
か
、

こ
れ
ま
で
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
廃
藩
置
県
前
後
の
出
来
事
を
記
し
た
部
分
、
第
十
五
章
「
封
建
制
度
の
最
後
の
年
―
私
の

日
記
か
ら
」
で
あ
る
。「
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
」
と
始
ま
る
七
月
十
八
日
の
記
録
は
第
一
級
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
っ
て
い
い
。
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廃
藩
の
知
ら
せ
を
う
け
て
、
城
の
広
間
に
集
め
ら
れ
た
藩
士
た
ち
の
姿
、
藩
主
松
平
春
嶽
の
別
れ
の
言
葉
、
人
々
の
対
応
な
ど
、
間

近
で
み
た
城
内
の
様
子
の
迫
真
あ
ふ
れ
る
描
写
が
続
く
。

だ
が
、
そ
う
し
た
緊
迫
感
あ
る
場
面
以
外
に
も
、
こ
の
日
記
形
式
の
第
十
五
章
に
は
、
小
さ
な
、
だ
が
魅
力
的
な
記
述
が
随
所
に

散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

七
月
十
六
日
の
記
述
は
、
こ
う
始
ま
る
。

今
朝
、
ヤ
ン
キ
ー
・
ラ
ン
プ
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
石
油
の
缶
を
持
っ
て
寺
へ
行
く
僧
侶
に
あ
っ
た
。
啓
蒙
の
光
の
象
徴
の

よ
う
に
見
え
た
。
今
日
、
男
が
川
で
溺
れ
た
。
河
童
が
引
い
た
と
（
４
）

い
う
。（
山
下
英
一
訳
。
以
下
同
）(T

his
m

orning
I

m
eta

B
uddhist

priest
carrying

a
Y

ankee
lam

p
and

a
can

of
Pennsylvania

petroleum
to

the
m

onastery.
It

seem
ed

a
sym

bol
of

m
ore

light.
A

m
an

w
as

drow
ned

in
the

river
today.

T
he

people
say

a
kappa

dragged
him

dow
n.)

つ
づ
け
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
に
行
っ
た
河
原
の
縁
日
の
描
写
が
あ
り
、
芸
人
の
一
座
に
よ
る
蛇
使
い
や
亀
使
い
、
剣
の
芸
や
ジ

ャ
グ
ラ
ー
、
力
自
慢
な
ど
、
面
白
い
見
世
物
や
芸
が
列
挙
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
夜
に
な
る
と
、
美
し
い
灯
り
の
飲
食
の
屋
台
や
小

舟
で
川
岸
が
想
像
に
絶
す
る
ほ
ど
賑
や
か
で
あ
っ
た
。」(A

t
night,

the
gayly

illum
inated

refreshm
ent

booths
and

boats
m

ade
the

strand

and
river

as
lively

as
the

im
agination

could
w

ell
conceive.)

と
述
べ
て
、
何
里
も
続
く
人
の
列
と
、
祭
り
の
華
や
か
さ
に
見
入
っ
て
い

る
。グ

リ
フ
ィ
ス
が
見
た
祭
り
は
、“the

m
atsuri

in
honor

of
the

patron
deity

of
the

city”

だ
と
い
う
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
暮
ら
し
た

福
井
の
足
羽
地
区
の
氏
神
さ
ま
の
祭
礼
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
冒
頭
に
登
場
す
る
、
ラ
ン
プ
と
石
油
の
缶
と
い
う
ま
さ
に
文
明
の
利
器
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を
持
っ
た
僧
侶
の
姿
が
面
白
い
。
そ
の
お
坊
さ
ん
が
土
手
の
上
の
道
を
小
走
り
に
お
寺
へ
急
ぐ
。
だ
が
、
そ
の
土
手
の
下
の
川
で

は
、
河
童
が
男
を
暗
い
水
底
へ
と
引
き
込
み
、
一
方
河
原
で
は
縁
日
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
ど
こ
か
、
河
童
と
農
民
の
田
園
風

景
を
好
ん
で
描
い
た
日
本
画
家
小
川
芋
銭
（
一
八
六
八
年
―
一
九
三
八
年
）
の
墨
絵
や
影
絵
の
よ
う
な
味
わ
い
の
あ
る
場
面
だ
と
い
え

よ
う
。
こ
こ
で
は
祭
り
を
背
景
に
、
文
明
と
土
俗
、
光
と
闇
、
生
と
死
、
静
け
さ
と
喧
騒
が
交
差
し
て
、
場
面
の
切
り
取
り
方
が
見

事
で
あ
る
。
そ
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
が
実
際
に
記
し
た
日
記
の
（
５
）

記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
と
、『
皇
国
』
の
こ
の
一
節
は
、
七
月

十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
数
日
の
見
聞
の
断
片
を
、
ひ
と
つ
の
場
面
に
巧
み
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
も
ま
た
、『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』
に
収
め
ら
れ
た
「
神
々
の
国
の
首
都
」
と
い
う
作

品
の
な
か
で
、
松
江
の
大
橋
川
の
橋
の
華
や
か
な
開
通
式
を
描
い
た
あ
と
で
、
昔
の
大
橋
の
人
柱
の
伝
説
と
、
今
な
お
夜
に
鬼
火
が

飛
び
交
う
さ
ま
を
記
し
た
。
紀
行
文
に
、
そ
の
土
地
の
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
民
俗
学
的
知
見
を
挿
入
す
る
こ
と
で
深
み
を
与
え
る

の
は
、
ハ
ー
ン
が
得
意
と
し
た
手
法
だ
っ
た
。
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
も
ま
た
、
福
井
へ
の
赴
任
の
道
を
、「
歴
史
、
地
方
色
、
伝
説

に
つ
い
て
聞
き
な
（
６
）

が
ら
」
進
み
、
神
武
天
皇
の
伝
説
か
ら
、
平
清
盛
、
楠
正
成
、
伏
見
の
戦
い
、
信
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
言
及

し
て
（
７
）

い
る
。
そ
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
足
羽
川
の
祭
り
の
場
面
が
、
大
橋
川
を
描
く
ハ
ー
ン
の
筆
致
を
連
想
さ
せ
る
の
は
、
ど
ち
ら

も
町
を
流
れ
る
川
の
風
景
に
、
現
在
と
過
去
が
交
差
す
る
か
ら
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン
が
、
福
井
と
松
江
の
印
象
と
異
国
の
地
で
暮
ら
す
感
慨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
�
最
初
の
朝
�

と
い
う
設
定
で
記
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
二
つ
の
朝
の
描
写
は
、
二
人
の
共
通
性
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
う
か
が
え
る
文

章
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
グ
リ
フ
ィ
ス
の
文
を
み
て
み
よ
う
。『
皇
国
』
第
八
章
「
大
名
の
歓
迎

私
の
学
生
た
ち
」
は
冒
頭
、
こ
う
始
ま
る
。
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翌
日
は
安
息
日
の
な
い
土
地
で
の
安
息
日
で
あ
っ
た
。
目
を
さ
ま
す
と
上
天
気
で
あ
る
。
空
は
青
く
雲
ひ
と
つ
な
い
。
あ
た

り
は
静
寂
そ
の
も
の
。
福
井
の
日
曜
日
を
い
か
に
過
ご
そ
う
か
。
何
も
か
も
、
な
い
も
の
ば
か
り
―
鳴
り
響
く
教
会
の
鐘
、
教

会
、
会
堂
の
腰
掛
け
、
講
壇
、
市
内
電
車
、
舗
道
、
日
曜
学
校
、
親
友
。
私
は
庭
の
門
ま
で
歩
い
て
外
の
通
り
を
眺
め
た
。
あ

い
か
わ
ら
ず
、
忙
し
そ
う
に
大
勢
の
人
が
行
き
来
し
て
い
た
。
武
士
は
下
駄
ば
き
に
絹
の
紋
付
き
、
帯
に
刀
を
さ
し
、
き
れ
い

に
剃
っ
た
頭
に
髷
を
つ
け
て
、
社
会
の
主
の
よ
う
に
威
厳
を
保
っ
て
歩
い
て
い
た
。
僧
侶
は
剃
髪
に
金
欄
の
襟
に
ゆ
る
や
か
に

た
れ
た
縮
緬
を
着
て
、
手
首
に
数
珠
を
掛
け
て
寺
へ
行
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
商
人
は
地
味
な
綿
入
れ
の
着
物
に
、
足
に
ぴ
っ

も
も
ひ
き

た
り
の
股
引
と
白
い
鼻
緒
の
藁
草
履
を
は
い
て
、
商
い
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
人
足
は
上
半
身
が
裸
で
、
下
半
身
を
エ
デ
ン

の
園
の
布
地
で
お
お
い
、
藁
草
履
に
、
法
被
、
笠
掛
け
で
、
体
を
て
こ
台
に
し
て
よ
ろ
け
な
が
ら
重
い
荷
物
を
天
秤
の
よ
う
に

運
ん
で
い
っ
た
。
人
足
仲
間
が
洗
い
盤
を
ふ
せ
た
よ
う
な
笠
を
か
ぶ
り
、
川
辺
で
何
か
重
労
働
を
し
て
い
る
の
か
、
並
ん
で
丸

太
に
座
っ
て
休
ん
で
い
た
。
遠
目
に
は
、
大
き
な
き
の
こ
の
列
の
よ
う
に
見
え
た
。
行
商
人
が
売
り
声
を
あ
げ
な
が
ら
魚
、
野

菜
、
油
、
豆
腐
を
売
っ
て
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る
。
向
う
岸
に
は
肩
に
綱
を
か
け
て
藁
を
ま
と
っ
た
男
の
仲
間
―
騾
馬
で
は
な

い
―
が
流
れ
に
さ
か
ら
っ
て
川
上
に
舟
を
引
い
て
（
８
）

い
た
。

T
he

next
day

w
as

a
Sabbath

in
a

Sabbathless
land.

I
aw

oke
to

find
a

perfect
day

a
heaven

of
cloudless

blue,

and
everything

quiet
and

still.
H

ow
should

I
spend

Sunday
here

?
T

here
w

ere
no

church-
bells

pealing,
no

church,

no
pew

s,
no

pulpit,
no

street
-cars,

no
pavem

ent,
no

Sunday-school,
no

fam
iliar

friends.
I

w
alked

to
the

gate
of

the

court-yard
and

looked
upon

the
street.

B
usiness

and
traffic

w
ere

going
on

as
usual.

T
he

sam
urai

on
clogs,

in
his

silk
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and
crested

coat,
sw

ords
in

girdle
and

cue
on

clean
-shorn

crow
n,

w
as

w
alking

on,
in

his
dignity,

as
the

lord
of

society.
T

he
priest,

in
his

flow
ing

crape
and

brocade
collar,

w
ith

shaven
head,

and
rosary

on
w

rist,
w

as
on

his
w

ay

to
the

tem
ple.

T
he

m
erchant,

in
his

plain,
w

added
cotton

clothes,
tight

breeches,
and

w
hite

-thonged
sandals

of

straw
,

w
as

thinking
of

his
bargains.

T
he

laborer,
half

naked
and

half
covered

in
the

fabrics
of

E
den,

in
sandals

of

rice-straw
,

tunic,
and

hat,
m

aking
him

self
a

fulcrum
for

his
scale-like

m
ethod

of
carrying

heavy
burdens,

passed

staggering
by.

A
file

of
his

brethren,
w

ith
hats

in
the

shape
of

inverted
w

ash-bow
ls,

engaged
on

som
e

heavy
w

ork
at

the
river-side,

w
ere

resting
on

a
log,

looking,
in

the
distance,

like
a

row
of

exaggerated
toad-stools.

T
he

seller
of

fish,
vegetables,

oil,
and

bean-cheese,
each

uttering
his

trade-cry,
am

bled
on.

O
n

the
opposite

shore,
w

ith
ropes

over

their
shoulders,

a
gang

of
straw

-clad
m

en
not

m
ules

w
ere

tow
ing

a
boat

up
stream

,
against

the
current.

(“R
eception

B
y

T
he

D
aim

io:
M

y

（
９
）

Students”)

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
、
福
井
で
迎
え
た
最
初
の
日
の
朝
を
描
く
。
目
が
覚
め
て
、
日
曜
日
、「
安
息
日
の
な
い
土
地
で

の
安
息
日
」
だ
と
思
い
な
が
ら
空
を
眺
め
る
と
、
雲
ひ
と
つ
な
く
澄
み
き
っ
た
青
い
世
界
が
広
が
り
、
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。
グ

リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
こ
に
は
な
い
、
故
郷
の
教
会
の
鐘
の
響
き
や
、
教
会
へ
と
向
か
う
人
々
の
姿
、
日
曜
学
校
の
子
供
た
ち
を
心
の
中

に
思
い
描
く
。
異
国
の
安
息
日
を
ど
う
過
ご
す
べ
き
か
、
一
瞬
と
ま
ど
う
が
、
庭
に
出
て
外
を
み
れ
ば
、
往
来
を
ゆ
く
人
々
、
武

士
、
僧
侶
、
商
人
、
人
足
の
姿
が
あ
り
、
行
商
人
が
野
菜
・
油
・
豆
を
売
り
歩
く
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
川
べ
り
で
作
業
を
す
る

人
々
、
川
の
向
こ
う
岸
の
景
色
へ
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
視
野
は
広
が
っ
て
ゆ
く
。
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で
は
、
ハ
ー
ン
の
「
神
々
の
国
の
首
都
」
は
ど
う
か
。
松
江
の
一
日
の
始
ま
り
を
描
い
た
冒
頭
部
分
は
、
お
そ
ら
く
ハ
ー
ン
の
文

章
の
な
か
で
も
最
も
良
く
知
ら
れ
た
一
節
だ
ろ
う
。

松
江
の
一
日
で
最
初
に
聞
こ
え
る
物
音
は
、
ゆ
る
や
か
で
大
き
な
脈
拍
が
脈
打
つ
よ
う
に
、
眠
っ
て
い
る
人
の
ち
ょ
う
ど
耳

の
下
か
ら
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
物
を
打
ち
つ
け
る
太
い
、
や
わ
ら
か
な
、
に
ぶ
い
音
で
あ
る
が
、
そ
の
規
則
正
し
い
打
ち
方

と
、
音
を
包
み
込
ん
だ
よ
う
な
奥
深
さ
と
、
聞
こ
え
る
と
い
う
よ
り
寧
ろ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
枕
を
伝
わ
っ
て
振
動
が
や
っ
て

来
る
点
で
、
心
臓
の
鼓
動
に
似
て
い
る
。
そ
れ
は
種
を
明
か
せ
ば
米
搗
き
の
重
い
杵
が
米
を
精
白
す
る
た
め
に
搗
き
込
む
音
で

あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
杵
が
臼
を
打
つ
規
則
的
な
、
に
ぶ
く
鳴
り
響
く
音
こ
そ
は
日
本
人
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
る
物
音
の

う
ち
最
も
哀
感
を
誘
う
も
の
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
実
際
そ
れ
は
こ
の
国
が
脈
打
つ
鼓
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
禅
宗
の
洞
光
寺
の
大
釣
鐘
が
ゴ
ー
ン
、
ゴ
ー
ン
と
い
う
音
を
町
の
空
に
響
か
せ
る
。
次
に
私
の
住
む
家
に
近
い
材

木
町
の
小
さ
な
地
蔵
堂
か
ら
、
朝
の
勤
行
の
時
刻
を
知
ら
せ
る
太
鼓
の
物
悲
し
い
響
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
朝

か
ぶ

一
番
早
い
物
売
り
の
呼
び
声
が
始
ま
る
。「
大
根
や
い
、
蕪
や
蕪
」
と
大
根
そ
の
ほ
か
見
慣
れ
ぬ
野
菜
類
を
売
り
回
る
者
。
ぞ

う
か
と
思
え
ば
「
も
や
や
も
や
」
と
悲
し
げ
な
呼
び
声
は
炭
火
を
つ
け
る
の
に
使
う
細
い
薪
の
末
を
売
る
女
た
ち
で
あ
る
。（
森

（
１０
）

亮
訳
）

ハ
ー
ン
が
、
松
江
で
迎
え
た
最
初
の
夜
明
け
に
耳
に
し
、
体
で
感
じ
る
の
は
、
米
搗
き
の
杵
の
音
で
あ
る
。
そ
の
音
は
大
地
の
底

か
ら
響
い
て
き
て
、
ま
さ
に
日
本
の
生
活
を
下
か
ら
支
え
る
音
、
こ
の
国
が
脈
打
つ
鼓
動
そ
の
も
の
だ
と
、
ハ
ー
ン
は
思
う
。�
杵
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築
�、
つ
ま
り
古
代
の
神
話
世
界
に
つ
な
が
る
出
雲
の
国
で
聞
く
杵
の
音
は
、
い
わ
ば
ハ
ー
ン
の
考
え
る
神
道
を
象
徴
す
る
響
き
で

も
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
神
道
の
音
の
あ
と
に
、
仏
教
の
お
寺
の
大
き
な
鐘
を
打
ち
な
ら
す
音
が
、
次
に
町
の
小
さ
な
地
蔵
堂
の
太
鼓

を
た
た
く
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
し
て
続
く
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
の
朝
と
同
じ
よ
う
に
、
往
来
を
行
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
物

売
り
の
声
で
あ
る
。

そ
の
後
ハ
ー
ン
は
障
子
を
あ
け
て
、
朝
焼
け
の
空
と
向
こ
う
岸
の
山
々
、
宍
道
湖
の
情
景
を
描
く
。
川
岸
か
ら
、
人
々
が
朝
日
を

拝
む
柏
手
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
や
が
て
大
橋
を
わ
た
る
人
々
の
下
駄
の
音
に
か
わ
り
、
一
日
の
営
み
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

れ
ら
二
つ
の
朝
の
描
写
を
読
み
比
べ
て
み
て
、
面
白
い
と
思
う
の
は
、
二
人
と
も
、
夜
が
明
け
る
と
、
ま
ず
宗
教
に
か
か
わ
る

想
像
を
め
ぐ
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
故
郷
の
日
曜
の
教
会
を
思
い
、
ハ
ー
ン
は
、
地
元
に
息
づ
く
神
道
と
仏
教

の
存
在
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
感
覚
の
広
が
り
の
な
か
で
、
実
際
に
ふ
た
り
の
目
に
映
じ
る
光
景
と
し

て
続
く
の
が
、
往
来
を
行
く
人
々
の
姿
で
あ
り
、
地
元
の
物
産
を
売
る
物
売
り
の
声
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
共
通
す
る
の
は
、
宗
教
と
生
活
。
宗
教
と
い
う
魂
の
領
域
と
、
人
々
の
日
々
の
生
活
の
情
景
、
こ
の
二
つ
の
領
域
が
、

お
の
ず
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
り
、
二
つ
が
結
び
つ
い
て
、
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン
双
方
の
関

心
が
赴
く
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
、
生
活
の
な
か
に
根
付
い
て
い
る
も
の
、
根
底
で
支
え
て
い
る
宗
教
的
な
る
も
の
、
と
い
い
か
え
て
も
い
い
。
グ
リ
フ
ィ

ス
の
『
皇
国
』
の
目
次
を
み
る
と
、「
子
供
の
遊
び
」、「
生
活
の
中
の
迷
信
」「
こ
と
わ
ざ
」「
神
話
上
の
動
物
」「
民
話
」「
日
本
の

家
」
と
い
っ
た
章
が
並
ん
で
、
ハ
ー
ン
が
来
日
前
に
雑
誌
の
編
集
者
あ
て
に
送
っ
た
執
筆
予
定
の
項
目
一
覧
と
よ
く
似
て
い
る
。
一
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言
で
い
え
ば
、
民
俗
学
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
領
域
で
あ
り
、
ハ
ー
ン
が
重
点
的
に
執
筆
し
た
関
心
分
野
と
重
な
る
。
二
人
の
朝
の
描

写
が
似
て
く
る
の
も
、
不
思
議
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
と
、
感
性
の
違
い
は
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
、
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
米
搗
の
杵
、
寺
の
鐘
、

地
蔵
堂
の
太
鼓
、
人
々
の
柏
手
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
の
音
の
ひ
び
き
に
耳
を
澄
ま
せ
て
、
よ
り
感
覚
的
に
、
ど
こ
か
深
い
奥
底
か
ら
く

る
も
の
を
つ
か
み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
対
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
と
ら
え
方
で
印
象
的
な
の
は
、
あ
る
べ
き
も
の
が
�
な
い
�、

と
懐
か
し
く
思
う
の
が
、
教
会
堂
で
の
集
い
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

教
会
に
集
う
人
々
の
、
晴
れ
の
日
の
様
子
を
思
い
描
く
。
講
壇
の
牧
師
、
ベ
ン
チ
の
人
々
、
傍
ら
の
親
友
。
具
体
的
で
人
間
的
、
社

交
的
と
さ
え
い
っ
て
い
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
道
を
行
く
朝
の
人
々
の
描
写
も
、
ハ
ー
ン
が
、
下
駄
の
響
き
、
物
売
り

の
声
や
そ
の
言
葉
の
響
き
の
面
白
さ
に
注
目
す
る
の
に
対
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
う
し
た
人
々
の
姿
、
服
装
や
、

仕
草
、
動
き
を
視
覚
的
に
描
い
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』
で
は
、
た
と
え
ば
、
福
井
赴
任
の
途
中
で
出
会
っ
た
茶
屋
の
娘
や
宿
屋
の
女
中
（
第
七
章
「
日
本
の
奥
地

に
て
」）、
福
井
の
家
で
一
緒
に
過
ご
し
た
召
使
の
佐
平
や
、
そ
の
妻
、
子
ど
も
、
子
守
の
少
女
、
雑
用
係
の
少
年
な
ど
の
人
物
描
写

が
実
に
生
き
生
き
し
て
、
面
白
い
（
第
九
章
「
日
本
の
家
で

（
１１
）

の
生
活
」）。
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
公
や
殿
様
の
子
供
、
藩
の
若
侍
た
ち
の

姿
も
、
そ
う
し
た
庶
民
の
姿
の
な
か
に
自
然
に
混
じ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
個
所
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
こ
こ
で
挙
げ
て
い
き

た
い
ほ
ど
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
基
本
的
に
、�
人
�
が
好
き
な
の
で
あ
り
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
の
な
か
で
生
活
す
る
、

そ
う
い
う
生
身
の
人
間
の
姿
が
好
き
な
の
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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三
、
寺
と
神
社

〜
来
日
外
国
人
の
印
象

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
、
西
洋
文
明
が
も
た
ら
す
進
歩
を
肯
定
し
、
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
た
人
だ
っ
た
。

「
一
八
七
一
年
の
日
本
の
進
歩
の
記
録
は
素
晴
ら
し
い
。
…
…
（
中
略
）
…
…
進
歩
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
合
言
葉
だ
。
こ
れ
が
神

の
み
わ
ざ
で
な
く
て
な
ん
だ
（
１２
）

ろ
う
。」
と
、
第
十
五
章
「
封
建
制
度
の
最
後
の
年
―
―
私
の
日
記
帳
か
ら
―
―
」
の
最
後
に
述
べ

て
、
高
ら
か
に
日
本
の
未
来
へ
の
期
待
を
記
し
た
。
日
本
を“T

he
M

ikado’
s

E
m

pire”

（「
み
か
ど
の
国
」）、
す
な
わ
ち
「
皇
国
」

と
称
し
た
の
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
と
っ
て
�
み
か
ど
�
と
は
文
明
開
化
の
期
待
の
星
で
あ
り
、
進
歩
、
新
し
さ
、
近
代
性
の
代
名
詞

だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

西
洋
が
日
本
に
及
ぼ
す
影
響
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
、
ハ
ー
ン
と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
考
え
が
ほ
ぼ
正
反
対
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
に
異

な
る
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、『
皇
国
』
に
み
ら
れ
る
グ
リ
フ
ィ
ス
の
文
明
観
は
、
十
九
世
紀
中
程
に
お
け
る
、
ご
く
一
般
的
な
、
常
識

的
な
も
の
だ
と
い
え
る
。
来
日
外
国
人
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
文
明
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
文
化
、
と
確
信
し
て
い
た
時
代
の
こ

と
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
東
部
の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
を
卒
業
し
て
神
学
校
に
い
た
と
こ
ろ
を
、
化
学
の
教
師
と
し
て
福
井
に
招

か
れ
た
。
推
薦
し
た
の
は
、
大
学
南
校
で
教
え
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
の
宣
教
師
の
フ
ル
ベ
ッ
キ
だ
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
日
本

行
き
を
受
諾
し
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
福
井
藩
の
日
下
部
太
郎
ほ
か
の
日
本
人
留
学
生
と
親
交
を
結
ん

で
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
文
明
の
伝
道
の
使
命
感
が
基
本
に
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
グ
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リ
フ
ィ
ス
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
の
高
札
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
福
井
時
代
は
、
布
教
は
控
え
て
い
た
も
の
の
、
福
井
を
離
れ
、
横
浜

に
戻
る
と
、
宣
教
活
動
に
関
わ
り
は
じ
め
る
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
後
は
牧
師
と
し
て
生
活
し
た
。

そ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
て
『
皇
国
』
を
読
む
と
、
予
想
外
と
い
う
印
象
を
受
け
る
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
、
日
本
の
宗
教
の
捉

え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宣
教
師
を
志
す
若
者
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
寺
や
、
祭
り
、
特
に
神
社
に
関
す
る
印
象
、
言
説
が
、
当

時
の
他
の
外
国
人
の
（
特
に
宣
教
意
識
の
強
い
人
の
）
平
均
的
な
感
想
と
全
く
異
な
っ
て
、
否
定
的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
東
京
に
く
る
と
、「
日
本
人
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
を
す
べ
て
見
た
い
」（
第
六
章
「
新
生
日
本
の

人
々

（
１３
）

の
中
で
」）
と
思
っ
て
、
王
子
、
目
黒
、
高
輪
、
亀
戸
、
芝
、
上
野
、
向
島
、
善
福
寺
な
ど
を
次
々
と
尋
ね
る
。
そ
し
て
、
グ
リ

フ
ィ
ス
は
浅
草
の
浅
草
寺
で
、
寺
周
辺
の
賑
や
か
さ
と
楽
し
そ
う
な
参
詣
者
の
様
子
に
目
を
と
め
る
の
で
あ
る
。
参
道
の
両
側
に

様
々
な
店
が
並
び
、
音
楽
や
踊
り
が
あ
り
、
料
理
屋
が
並
ぶ
。
着
飾
っ
た
老
若
男
女
が
食
べ
た
り
、
煙
草
を
す
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、

あ
ら
ゆ
る
楽
し
い
遊
び
に
興
じ
、
お
も
ち
ゃ
や
人
形
な
ど
子
供
の
喜
ぶ
も
の
も
た
く
さ
ん
売
っ
て
い
る
。「
浅
草
で
は
毎
日
が
祭

り
」
で
、「
永
遠
に
続
く
ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
う
だ
」
と
グ
リ
フ
ィ
ス
は
（
１４
）

驚
く
。
そ
し
て
、
こ
う
問
う
。「
日
本
人
の
心
に
は
、
こ
の
よ

う
に
寺
と
遊
び
場
が
密
接
し
て
い
る
の
が
不
調
和
で
は
な
く
て
、
供
え
物
の
箱
に
現
金
を
投
げ
て
拝
む
の
は
、
に
ぎ
や
か
に
騒
い
だ

り
静
か
に
遊
ん
だ
り
す
る
た
め
の
序
幕
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
で
は
、
宗
教
と
無
邪
気
な
楽
し
み
が
手
を
つ
な
い
で
い
る
が
、
日
本
人

の
こ
う
い
う
や
り
方
は
、
間
違
っ
て
い
る
だ
ろ
（
１５
）

う
か
。」
と
。

さ
き
ほ
ど
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
人
間
が
好
き
だ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
述
べ
た
が
、
福
井
日
記
を
み
て
い
る
と
、
実
に
社
交
的
な
人

で
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
お
よ
そ
二
日
に
一
度
は
、
人
の
家
を
訪
ね
、
ま
た
は
来
客
を
迎
え
、
食
事
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に

�
楽
し
い
一
日
�
と
結
ぶ
。
お
寺
の
お
坊
さ
ん
も
た
び
た
び
グ
リ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
て
き
て
、
夕
食
を
し
て
い
る
（
例
え
ば
十
一
月
五
日
、
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十
一
月
十
九
日
、
十
一
月

（
１６
）

二
十
日
）。
時
に
は
、
宗
教
の
話
も
し
た
ら
し
い
が
（
例
え
ば
十
月
八
日
、
十
月
二

（
１７
）

十
九
日
）、
中
身
は
記
さ
れ
て

な
い
の
が
、
残
念
で
あ
る
。
真
宗
大
国
の
福
井
で
、
僧
侶
と
ど
の
よ
う
な
問
答
を
か
わ
し
た
の
か
、
知
り
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

お
寺
や
、
様
々
な
地
元
の
お
祭
り
に
も
ほ
と
ん
ど
毎
日
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
顔
を
だ
し
て
い
る
の
で
、
逆
に
、
当
時
の
福
井
で

は
、
一
年
中
こ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
神
社
仏
閣
の
縁
日
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
文
に
も
、
祭
り

の
場
面
が
あ
っ
た
が
、
内
乱
の
戦
死
者
の
慰
霊
の
祭
り
で
花
火
を
み
た
十
一
月
一
日
な
ど
は
、「
最
高
に
美
し
い
日
。」「
書
い
て
、

読
ん
で
、
昼
夜
の
美
し
さ
を
楽
し
ん
だ
。」
と
記
し
て
（
１８
）

い
る
。
ま
る
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
墓
碑
銘
「
生
き
た
、
書
い
た
、
愛
（
１９
）

し
た
」

の
よ
う
な
充
実
感
で
は
な
い
か
。

お
ん
き

一
月
六
・
七
日
の
親
鸞
遠
忌
の
日
も
、「
聖
書
を
読
ん
だ
あ
と
、
寺
に
行
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
う
い
う
記
述
を
読
む
と
、
グ
リ
フ

ィ
ス
は
基
本
的
に
、
宗
教
の
場
で
あ
れ
、
人
の
活
気
、
大
勢
の
人
の
活
力
を
良
し
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
お
祭
り
で
も
、

宗
教
が
活
き
て
、
生
活
の
な
か
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
で
、
同
じ
く
お
盆
の
盆
市
の
賑
わ
い

を
描
い
た
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
（E

dw
ard

Sylvester
M

orse

一
八
三
八
年
―
一
九
二
五
年
、
大
森
貝
塚
の
発
見
で
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ

の
動
物
学
者
）
と
も
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
も
、
見
る
所
が
異
な
る
と
い
え
る
。
モ
ー
ス
は
市
に
並
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
、

工
芸
品
な
ど
の
豊
か
さ
に
目
を
見
張
り
（『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』Japan

D
ay

by
D

ay

、
一
九
一
七
年
）、
ハ
ー
ン
は
、
お
盆
が
死
者
の

祭
り
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
、
霊
の
世
界
の
方
へ
と
想
像
が
移
行
し
て
い
く
か
ら
で
（
２０
）

あ
る
。（「
盆
市
に
て
」“A

t
the

M
arket

of
the

D
ead”

、『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』）

日
本
の
寺
の
に
ぎ
や
か
な
参
詣
の
様
子
は
、
実
は
他
に
も
多
く
の
人
が
記
し
て
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
七
年
後
、
一
八
七
八
年
に

や
は
り
浅
草
寺
を
訪
ね
た
英
国
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
（Isabella

L
ucy

B
ird

、
一
八
三
一
年
―
一
九
〇
四
年
）
も
、
グ
リ
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フ
ィ
ス
と
同
じ
よ
う
な
光
景
を
描
写
し
、
だ
が
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
も
ま
た
彼
ら
は
お
祈
り
を
す
る
―
―
も
し
わ
け
も
わ
か
ら
ぬ
外
国
語
の
文
句
を
た
だ
繰
り
返
す
だ
け
で
お
祈
り
と
呼

ば
れ
て
よ
い
も
の
な
ら
ば
。
彼
ら
は
頭
を
下
げ
、
両
手
を
あ
げ
て
こ
す
り
あ
わ
せ
、
言
葉
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
数
珠
を
つ
ま
ぐ

り
、
両
手
を
叩
き
、
ま
た
頭
を
下
げ
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
外
に
出
る
か
、
あ
る
い
は
別
の
仏
の
前
に
行
っ
て
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
。
絹
の
着
物
を
着
た
商
人
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
み
す
ぼ
ら
し
い
軍
服
を
着
た
軍
人
、
百
姓
、
卑
し
い
衣
類
の
人
夫
、
母
や

娘
、
洋
服
姿
の
洒
落
者
、
武
士
の
よ
う
な
警
官
た
ち
も
、
こ
の
慈
悲
の
女
神
（
観
音
）
の
前
に
頭
を
下
げ
る
。
た
い
て
い
お
祈

り
は
急
い
で
な
さ
れ
る
。
長
い
気
楽
な
お
し
ゃ
べ
り
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
単
な
る
一
瞬
の
間
奏
曲
に
す
ぎ
ず
、
敬
虔
の
そ
ぶ
り

す
ら
な
い
。
し
か
し
な
か
に
は
、
本
当
の
悩
み
事
を
、
簡
単
な
�
信
心
�
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
祈
願
者
も
い
る
よ
（
２１
）

う
だ
。

（T
here,

too,
they

pray,
if

that
can

be
called

prayer
w

hich
frequently

consists
only

in
the

repetition
of

an
uncom

prehended

phrase
in

a
foreign

tongue,
bow

ing
the

head,
raising

the
hands

and
rubbing

them
,

m
urm

uring
a

few
w

ords,
telling

beads,
clapping

the
hands,

bow
ing

again,
and

then
passing

out
or

on
to

another
shrine

to
repeat

the
sam

e
form

.

・・・・・・M
erchants

in
silk

clothing,

soldiers
in

shabby
French

uniform
s,

farm
ers,

coolies
in

“vile
raim

ent,”
m

others,
m

aidens,
sw

ells
in

E
uropean

clothes,
even

the

sam
urai

policem
en,

bow
before

the
goddess

of
m

ercy.
M

ost
of

the
prayers

w
ere

offered
rapidly,

a
m

ere
m

om
entary

interlude
in

the

gurgle
of

careless
talk,

and
w

ithout
a

pretence
of

reverence;
but

som
e

of
the

petitioners
obviously

brought
real

w
oes

in
sim

ple

“faith.”
(L

etter
5,

U
nbeaten

T
racks

in
Japan

、
一
八

（
２２
）

八
〇
年
））
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バ
ー
ド
は
英
国
で
牧
師
の
娘
に
生
ま
れ
、
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
伝
道
活
動
も
行
っ
た
人
だ
っ
た
。
そ
の
バ
ー
ド
の
目
に

は
、
浅
草
の
寺
の
賑
や
か
さ
は
真
面
目
な
信
仰
と
は
別
種
の
も
の
と
映
っ
た
。
大
勢
の
人
々
が
詣
で
る
と
は
い
え
、
み
な
祈
り
は
手

短
に
済
ま
せ
、
気
楽
な
お
し
ゃ
べ
り
に
興
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
信
心
深
さ
な
ど
全
く
な
い
、
と
、
さ
ぞ
苦
々
し
い
表
情
を
浮
か
べ
て

い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
、
そ
の
文
章
か
ら
う
か
が
え
る
。

一
方
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
は
、
同
じ
よ
う
な
寺
の
情
景
に
つ
い
て
、
何
と
記
し
て
い
る
か
。
ハ
ー
ン
も
、
一
八
九
〇
年
の

来
日
当
初
、
ま
ず
は
横
浜
や
と
東
京
の
寺
を
見
て
回
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
地
蔵
」（『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』）
と
い
う
文
章
の
な

か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
私
が
何
よ
り
も
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
、
人
々
の
信
仰
心
の
い
か
に
も
楽
し
げ
な
様
子
だ
っ
た
。
暗
さ
、

厳
粛
さ
や
自
己
抑
制
と
い
っ
た
も
の
は
、
彼
ら
に
は
全
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
厳
か
さ
、
い
や
そ
れ
に
近
い
も
の
さ
え
、
露
ほ

ど
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
る
い
寺
の
境
内
や
本
堂
の
階
段
に
ま
で
、
大
勢
の
子
供
た
ち
が
脹
や
か
に
笑
い
さ
ん
ざ
め
き
、

奇
妙
な
遊
び
に
興
じ
て
い
る
。
本
堂
の
中
に
お
参
り
に
入
る
母
親
た
ち
は
、
赤
ん
坊
が
畳
敷
の
上
を
は
い
ま
わ
り
、
き
ゃ
っ
き

ゃ
っ
と
声
を
た
で
て
も
気
に
と
め
な
い
。
人
々
は
彼
ら
の
宗
教
を
気
軽
に
、
陽
気
に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
賽

銭
箱
に
お
金
を
投
げ
入
れ
、
柏
手
を
打
ち
、
短
い
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
る
と
、
彼
等
は
す
ぐ
に
向
き
か
え
り
、
お
堂
の
上
が
り

口
で
笑
顔
で
語
り
あ
い
な
が
ら
、
小
さ
な
煙
管
を
ふ
か
す
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
寺
で
は
、
参
詣
者
た
ち
が
中
に
入
り
も
し

な
い
の
に
私
は
気
付
い
た
。
自
分
た
ち
が
創
り
だ
し
た
神
々
、
そ
れ
を
畏
れ
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
彼
ら
こ
そ
は
実
に
幸
い
で
あ

（
２３
）

る
。
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ハ
ー
ン
も
ま
た
、
人
々
の
祈
り
の
短
さ
、
楽
し
気
な
談
笑
、
子
供
た
ち
の
遊
び
な
ど
、
似
た
要
素
を
指
摘
し
、
宗
教
の
場
ら
し
い

「
厳
か
さ
」
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
ハ
ー
ン
は
バ
ー
ド
と
は
異
な
っ
て
、
人
々
の
「
信
仰
心
の
い
か
に
も
楽
し
げ
な
様
子
」

を
「
暗
さ
」
や
「
自
己
抑
制
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
つ
ま
り
明
る
く
、
心
の
び
や
か
な
宗
教
の
あ
り
か
た
と
し
て
と
ら
え
た
。
グ
リ

フ
ィ
ス
、
バ
ー
ド
と
ハ
ー
ン
は
、
一
八
七
一
年
、
一
八
七
八
年
、
一
八
九
〇
年
と
年
代
こ
そ
少
々
異
な
る
が
、
同
じ
よ
う
に
日
本
の

寺
の
参
拝
風
景
に
目
を
と
め
た
。
ハ
ー
ン
は
周
知
の
よ
う
に
、
子
供
の
こ
ろ
大
叔
母
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
厳
し
さ
に
反
発
し
、
宣
教
師
の
言
動
に
も
批
判
的
だ
っ
た
人
だ
か
ら
、
日
本
の
お
寺
で
こ
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
る
の
は
、
理
解

で
き
る
。
三
者
の
感
想
を
並
べ
て
み
る
と
意
外
な
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
バ
ー
ド
で
は
な
く
、
ハ
ー
ン
の
方
に
近
い
受
け
止
め
方

を
し
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
る
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、「
日
本
で
は
、
宗
教
と
無
邪
気
な
楽
し
み
が
手
を
つ
な
い
で
い
る
が
、
日
本
人
の
こ
う
い
う
や
り
方

は
、
間
違
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。」(R

eligion
and

innocent
pleasure

join
hands

in
Japan.

A
re

the
Japanese

w
rong

in
this

?
)

と
問
い
か

け
、
そ
れ
に
対
し
て
ハ
ー
ン
が
「
い
や
、
間
違
っ
て
い
な
い
。
自
分
た
ち
が
創
り
だ
し
た
神
々
を
畏
れ
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
彼
ら
こ

そ
は
実
に
幸
い
で
あ
る(B

lessed
are

they
w

ho
do

not
too

m
uch

fear
the

gods
w

hich
they

have
m

ade!
)

。」
と
、
答
え
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
二
人
の
言
葉
は
、
呼
応
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
さ
ら
に
、
当
時
の
大
方
の
外
国
人
と
は
か
け
離
れ
た
感
想
を
記
す
の
は
、
神
社
に
関
す
る
描
写
な
の
で

あ
る
。
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た
と
え
ば
、
福
井
へ
の
赴
任
の
旅
の
途
中
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
京
都
、
八
幡
村
の
石
清
水
八
幡
宮
と
お
ぼ
し
き
神
社
に
立
ち
よ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ
の
神
社
を
訪
問
し
た
最
初
の
外
国
人
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
が
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

長
い
石
段
を
登
り
つ
め
る
と
、
台
地
に
な
っ
て
い
て
、
頭
上
に
ア
ー
チ
状
に
か
か
る
松
の
木
の
長
い
路
に
は
高
い
石
燈
籠
が

並
ん
で
い
た
。
そ
の
通
路
か
ら
神
社
の
正
面
に
出
た
。
二
人
の
神
主
が
真
っ
白
な
衣
を
着
て
、
黒
い
漆
塗
り
の
高
い
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
出
て
く
る
と
、
魚
や
果
物
な
ど
の
食
物
の
供
物
を
三
方
の
真
っ
白
な
紙
に
の
せ
て
祭
壇
に
置
い
た
。
全
く
清
潔
で
、
飾

り
気
の
な
い
簡
素
な
本
堂
に
そ
の
祭
壇
が
あ
り
、
刻
み
目
の
あ
る
白
い
紙
の
紐
が
さ
が
っ
た
御
幣
だ
け
が
そ
の
上
に
置
い
て
あ

っ
た
。

偶
像
も
聖
像
も
画
像
も
な
い
。
御
幣
と
供
物
が
あ
る
の
と
、
白
い
衣
の
神
主
が
祈
祷
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
強
い
印
象
を

与
え
る
簡
素
さ
、
立
派
に
生
長
し
た
古
い
昔
の
木
に
囲
ま
れ
た
世
間
か
ら
離
れ
た
山
の
上
の
場
所
、
美
、
静
寂
、
そ
れ
ら
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
、
日
本
の
参
拝
者
同
様
に
、
外
国
の
見
物
人
の
心
に
も
、
崇
敬
と
畏
敬
の
念
が
浸
み
込
ん
で
き
た
。
仲
間
が
草

履
を
ぬ
い
で
、
頭
を
下
げ
、
両
手
を
敬
虔
に
合
わ
せ
る
と
同
時
に
、
外
国
人
は
帽
子
を
と
り
、
靴
を
ぬ
い
だ
。（「
日
本
の
奥
地

に
て
」、“In
T

he
H

eart
of

（
２４
）

Japan”)

A
scending

the
last

of
m

any
flights

of
stone

steps,
w

e
stood

upon
a

plateau.
A

long
avenue

arcade,
w

ith

overarching
pines,

and
lined

w
ith

tall
stone

lanterns,
led

to
the

tem
ple

facade.
T

w
o

priests,
robed

in
pure

w
hite,

w
ith

high
black

lacquered
caps

on
their

heads,
w

ere
bearing

offerings
of

fish,
fruit,

and
other

food,
to

place
upon

the

altar,
each

article
being

laid
on

a
sheet

of
pure

w
hite

paper,
or

cerem
onial

trays.
In

the
perfectly

clean
and

austerely
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sim
ple

nave
of

the
tem

ple
stood

an
altar,

having
upon

it
only

the
gohei,

or
w

ands,
w

ith
notched

strips
of

w
hite

paper
dependent.

T
here

w
ere

no
idols,

im
ages,

or
pictures,

only
the

gohei,
the

offerings,
and

the
w

hite−
robed

priests
at

prayer.

T
he

im
pressive

sim
plicity,

the
sequestered

site
on

a
lofty

m
ountain

surrounded
w

ith
tall

trees
of

m
ajestic

grow
th

and

of
im

m
em

orial
antiquity,

the
beauty,

the
silence,

all
com

bined
to

instill
reverence

and
holy

aw
e

alike
in

the
alien

spectator
as

in
the

native
w

orshiper.
T

he
head

of
the

foreigner
uncovered,

and
his

feet
w

ere
unshod

sim
ultaneously

w
ith

the
unsandaling

of
the

feet,
the

bow
ing

of
the

head,
and

the
reverent

m
eeting

of
the

palm
s

of
his

（
２５
）

com
panions.

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
森
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
簡
素
な
神
社
の
た
た
ず
ま
い
に
感
動
を
覚
え
た
。
も
ち
ろ
ん
グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
は
拝
礼

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
帽
子
は
と
る
。
そ
し
て
、
同
行
者
が
柏
手
を
打
つ
さ
ま
を
み
て
、
心
う
た
れ
る
。

印
象
的
な
の
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
、clean
、sim

ple

、sim
plicity

と
い
う
言
葉
だ
ろ
う
。
神
社
（
ち
な
み
にshrine

で
は
な
くtem

ple

と
あ
る
が
、
当
時
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
もShinto

tem
ple

と
記
し
て
い
る
）
は“perfectly

clean
and

austerely
sim

ple”

、
つ
ま
り
「
全
く
清

潔
で
、
飾
り
気
の
な
い
簡
素
」
な
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は“no

idols,
im

ages,
or

pictures”

す
な
わ
ち
「
偶
像
も
聖
像
も
画
像

も
な
い
」。
そ
の
簡
素
さ
の
な
か
で
目
に
映
え
る
の
は
真
っ
白
な
御
幣
と
、
供
物
を
乗
せ
る
白
い
紙
、
そ
し
て
真
っ
白
な
衣
の
神
主

の
姿
で
、
こ
こ
で
も
、pure

w
hite

と
い
う
形
容
の
繰
り
返
し
が
純
白
の
清
々
し
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
そ
う

し
た
、「
強
い
印
象
を
与
え
る
簡
素
さ
」(im

pressive
sim

plicity)

が
、「
太
古
か
ら
続
く
堂
々
た
る
針
葉
樹
の
巨
木
」(tall

trees
of

m
ajestic

grow
th

and
of

im
m

em
orial

antiquity)

と
響
き
あ
っ
て
、
深
い
森
の
自
然
の
中
に
、
美
と
静
寂
と
神
秘
の
空
間
を
作
り
上
げ
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て
い
る
、
と
感
じ
た
。
そ
の
と
き
、
日
本
の
参
拝
者
同
様
に
、「
崇
敬
と
畏
敬
の
念
」(reverence

and
holy

aw
e)

が
心
の
中
に
満
ち

て
き
た
、
と
グ
リ
フ
ィ
ス
は
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
表
現
は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
当
初
み
ず
か
ら
を

“alien
spectator”

と
し
て
、“native

w
orshiper”

に
対
峙
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
簡
素
な
人
為
と
悠
久
の
自
然
が
響
き
あ
う
空
間

に
よ
っ
て
、
神
秘
の
感
覚
が
満
ち
て
い
く
の
を
感
じ
た
と
き
、
図
ら
ず
も
、
帽
子
を
と
り
、
靴
を
脱
い
だ
。
そ
の
行
為
を
、た
と
え

ば
、took

off
his

hat,
took

off
his

shoes

な
ど
と
せ
ず
に
、“head

uncovered”,
“his

feet
unshod”

と
い
う
、「
私
」
と
い
う
行

為
者
を
消
し
た
受
け
身
の
表
現
に
す
る
こ
と
で
、
湧
き
上
が
っ
た
畏
敬
の
念
に
よ
る
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
自
然
な
行
為
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、“uncovered”

、“unshod”

と
い
う
言
葉
は
、
体
を
覆
っ
て
い
た
帽
子
や
靴
と
い
っ
た
外
的
な
殻
の
よ
う

な
も
の
が
そ
が
れ
て
、
内
な
る
素
の
ま
ま
の
心
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
も
示
唆
す
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
同
行
者
が
草
履
を
脱
ぐ(unsandaling

of
the

feet)

行
為
と
、
気
づ
い
た
ら
同
時
の
こ
と(sim

ultaneous)

で
あ
っ
た
。こ

の
と
き
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
な
か
に
お
け
る
、“alien”

対“native”

、“spectator”

対“w
orshiper”

と
い
う
対
峙
は
な
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
場
面
を
結
ぶ
、“the

reverent
m

eeting
of

the
palm

s”

と
い
う
語
句
は
、
も
ち
ろ
ん
、
同
行
者
が
敬
虔
に
両
手
を
合
わ
せ

る
様
を
い
う
。
だ
がm

eeting
of

the
palm

s

、「
二
つ
の
手
の
ひ
ら
の
出
会
い
」
と
い
う
表
現
に
は
、
バ
ー
ド
の
よ
う
に“clapping

of
the

hands”,
“rubbing

of
the

hands”

で
は
な
く
、
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
グ
リ
フ
ィ
ス
に
と
っ
て
の
、
二
つ
の
宗
教
の
出
会
い
と

融
和
が
ほ
の
見
え
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
は
次
に
、
武
生
で
神
社
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
も
、
よ
り
簡
略
に
、
同
趣
旨
の
こ
と
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
立
派
な
古
い
大
杉
の
森
の
中
に
、
簡
素
な
神
社
が
立
っ
て
い
た
。
偶
像
、
肖
像
、
絵
な
ど
は
な
く
、
白
い
紙
切
れ
と
磨
い
た
鏡
だ

け
が
あ
っ
た
。
私
の
護
衛
が
立
ち
止
ま
っ
て
、
三
度
手
を
打
っ
て
そ
の
手
を
う
や
う
や
し
く
合
わ
せ
る
と
頭
を
下
げ
て
祈
り
を
唱
え
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た
。
こ
の
行
為
は
単
純
な
だ
け
に
い
っ
そ
う
感
動
的
で
あ
（
２６
）

っ
た
」(E

m
erging

into
the

road
to

Fukui,
w

e
cam

e
to

the
stone

portal
of

a

large
Shinto

tem
ple.

W
ithin

a
grove

of
grand

old
giant

firs
stood

the
sim

ple
shrine,

w
ithout

im
age,

idol,
or

picture,
save

only
the

strips

of
w

hite
paper

and
the

polished
m

irrors.
M

y
guards

stopped,
clapped

their
hands

three
tim

es,
placed

them
reverently

together,
bow

ed

their
heads,

and
uttered

a
prayer.

T
he

act
w

as
as

touching
as

it
w

as

（
２７
）

sim
ple.)

こ
こ
で
も
グ
リ
フ
ィ
ス
が
強
調
す
る
の
は
、
太
古
の
自

然
と
、
簡
素
な
神
社
の
作
り
で
あ
り
、
人
々
の
祈
り
の
形
の
素
朴
さ
に
感
動
し
た
こ
と
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』
の
こ
の
よ
う
な
く
だ
り
を
読
ん
で
、
私
は
非
常
に
驚
い
た
。
と
い
う
の
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
文
章
と
感

性
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
神
社
や
神
道
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
と
あ
ま
り
に
も
似
て
い
る
か
ら
だ
。

ハ
ー
ン
は
神
社
に
至
る
参
道
の
空
間
の
魅
力
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

数
あ
る
日
本
独
特
の
美
し
い
事
物
の
中
で
も
最
も
美
し
い
の
は
、
参
拝
の
た
め
、
あ
る
い
は
休
憩
の
た
め
の
小
高
い
場
所
に

上
っ
て
行
く
途
中
の
道
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
何
で
も
な
い
所
に
通
じ
る
道
、
無
に
至
る
階
段
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）

…
…
上
へ
の
道
は
、
ま
ず
両
側
に
巨
木
の
並
ぶ
緩
や
か
な
坂
道
で
始
ま
る
。
間
ゝ
に
置
か
れ
た
石
の
魔
物
が
行
く
道
を
守
っ
て

い
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
緑
の
中
を
通
っ
て
、
さ
ら
に
古
い
大
木
の
陰
に
な
っ
た
台
地
へ
と
通
じ
、
そ
こ
か
ら
は
ま
た
次
の
台

地
へ
と
、
ど
こ
ま
で
も
薄
暗
く
上
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
登
っ
て
、
登
っ
て
、
登
り
つ
め
る
と
、
つ
い
に
灰
色
の
鳥
居
の
向
こ
う

に
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
が
現
わ
れ
る
。
が
ら
ん
と
し
だ
、
白
木
造
り
の
小
さ
な
祠
、
神
道
の
お
宮
で
あ
る
。
荘
厳
な
長
い
道
の
り
を

経
た
未
に
辿
り
着
く
、
静
ま
り
返
っ
た
暗
い
世
界
の
た
だ
な
か
で
、
空
虚
さ
を
見
出
す
驚
き
！
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
霊
妙
そ
の

も
の
で
あ
る
。（「
旅
の
日
記
か
ら
」“From

a
T

raveling
D

iary”

（
２８
）

『
心
』）(O

f
all

peculiarly
beautiful

things
in

Japan,
the

m
ost

beautiful
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are
the

approaches
to

high
places

of
w

orship
or

of
rest,

–the
W

ays
that

go
to

N
ow

here
and

the
Steps

that
lead

to
N

othing.

・・・・・・

Perhaps
the

ascent
begins

w
ith

a
sloping

paved
avenue,

half
a

m
ile

long,
lined

w
ith

giant
trees.

Stone
m

onsters
guard

the
w

ay
at

regular
intervals.

T
hen

you
com

e
to

som
e

great
flight

of
steps

ascending
through

green
gloom

to
a

terrace
um

braged
by

older
and

vaster
trees;

and
other

steps
from

thence
lead

to
other

terraces,
all

in
shadow

.
A

nd
you

clim
b

and
clim

b
and

clim
b,

till
at

last,

beyond
a

gray
torii,

the
goal

appears:
a

sm
all,

void,
colorless

w
ooden

shrine,
–a

Shinto
m

iya.
T

he
shock

of
em

ptiness
thus

received,
in

the
high

silence
and

the
shadow

s,
after

all
the

sublim
ity

of
the

long
approach,

is
very

ghostliness
itself.)

ハ
ー
ン
は
こ
こ
で
、
鬱
蒼
た
る
緑
の
な
か
を
進
む
参
拝
の
道
は“the

W
ays

that
go

to
N

ow
here”

、“the
Steps

that
lead

to

N
othing.”

（「
無
に
至
る
階
段
」）
で
あ
り
、
そ
の
到
達
点
と
し
て“a

sm
all,

void,
colorless

w
ooden

shrine,
–a

Shinto
m

iya.”

（「
小

さ
く
、
か
ら
っ
ぽ
の
、
色
の
な
い
木
の
祠
、
神
道
の
お
宮
」）
が
現
れ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
人
は
、“shock

of
em

ptiness

thus
received”

（「
空
虚
の
発
見
の
衝
撃
」）
に
包
ま
れ
る
。
い
わ
ば
、
自
然
の
な
か
で
人
間
が
人
工
的
な
も
の
を
削
ぎ
落
と
し
な
が

ら
、「
無
」
と
化
し
、
自
然
と
一
体
化
し
て
昇
華
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
空
間
を
、
こ
こ
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
そ

の
よ
う
な
神
社
空
間
こ
そ
、“ghostliness

itself”

（「
霊
妙
そ
の
も
の
」）
の
世
界
だ
と
表
現
し
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
も
ま
た
、
ハ
ー
ン
ほ
ど
自
覚
的
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
感
覚
で
、
森
の
な
か
の
神
社
の
空
間
に
浸
っ
て
い
た
こ
と

が
先
の
文
章
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
神
社
が“w

ithout
im

age,
idol,

or
picture”

（「
偶
像
も
聖
像
も
画
像
も
な

い
」）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
当
時
は
多
く
の
来
日
外
国
人
が
、
そ
の
よ
う
に
神
道
の
特
徴
を
捉
え
て
い
た
。
た
だ
し
、
神
道

の
欠
点
と
し
て
あ
げ
て
い
た
。
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た
と
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、『
日
本
事
物
誌
』
の
な
か
の
「
神
道
」
と

い
う
項
目
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
神
道
の
文
字
通
り
の
意
味
は
、「
神
の
道
」
で
あ
り
、
仏
教
が
入
っ
て
来
る
前
の
神
話
や
漠
然
と
し
た
祖
先
崇
拝
と
自
然
崇
拝
に

対
し
て
与
え
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。
…
…
神
道
は
、
し
ば
し
ば
宗
教
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
…
…
そ
の
名
（
宗
教
）
に
値
す

る
資
格
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
神
道
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
教
義
も
な
け
れ
ば
、
神
聖
な
書
物
も
、
道
徳
規
約
も
な
い
」(Shinto,

w
hich

m
eans

literally
”the

w
ay

of
the

gods,”
is

the
nam

e
given

to
the

m
ythology

and
vague

ancestor
and

nature-w
orship

w
hich

preceded
the

introduction
of

B
uddhism

into
Japan,

・・・・・Shinto,
so

often
spoken

of
as

a
religion,

is
hardly

entitled
to

that
nam

e.
It

has
no

set
of

dog-

m
as,

no
sacred

book,
no

m
oral

code.)

。
そ
し
て
、「
神
道
自
体
は
根
無
し
草
で
あ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
に
も
空
虚
で
貧
弱
な
も
の
で
、

人
々
の
心
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」、「
神
道
の
社
殿
は
、
原
始
的
な
日
本
の
小
屋(prim

eval
Japanese

hut)

を
少
し
精
巧

に
し
た
形
態
で
存
続
し
て
い
る
…
…
仏
教
の
お
寺
と
異
な
り
、
神
社
は
茅
葺
の
屋
根
で
、
作
り
も
単
純
で
、
内
部
は
空
虚
で
あ
る

(the
Shinto

tem
ple

is
plain

and

（
２９
）

em
pty)

」
と
た
た
み
か
け
、
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
も
、「
日
本
の
歴
史
と
宗
教
を
学
ぶ
著
に
と
っ
て
、

伊
勢
は
磁
石
の
よ
う
に
心
ひ
か
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
の
観
光
客
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
神
道
の
宮
を
訪
ね
て
得
る
も
の
が
あ

る
か
と
い
え
ば
、
大
い
に
疑
わ
し
い
。
神
道
は
頑
な
に
厳
格
な
建
築
的
単
純
性
に
固
執
し
て
い
る
。
檜
の
白
木
、
茅
葺
き
の
屋
根
、

彫
刻
も
な
く
、
絵
も
な
く
、
神
像
も
な
い
、
あ
る
の
は
と
て
つ
も
な
い
古
さ
だ
け
。」（「
（
３０
）

伊
勢
」）
と
述
べ
た
。

ま
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
だ
け
で
な
く
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
親
し
く
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｃ
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
（
ヘ

ボ
ン
博
士
）
も
「
私
も
神
道
の
正
体
を
見
極
め
よ
う
と
懸
命
に
努
力
し
た
が
、
価
値
あ
る
も
の
は
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。」
と
述

べ
、
宣
教
師
仲
間
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
も
「
こ
れ
を
ど
う
し
て
宗
教
と
称
し
え
る
の
か
、
私
は
理
解
に
苦
し
む
。
神
道
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は
宗
教
と
し
て
見
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
人
類
に
知
ら
れ
た
い
か
な
る
宗
教
と
比
較
し
て
も
、
内
容
空
疎
で
、
無
味
乾
燥
で
あ
る
。」（『
日

本
ア
ジ
ア
協
会
紀
要
』）
と
述
べ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
（
３１
）

い
る
。

つ
ま
り
、「
偶
像
も
聖
像
も
画
像
も
な
い
」
が
ゆ
え
に
、
あ
ま
り
に
も
す
べ
て
が
シ
ン
プ
ル
す
ぎ
る
ゆ
え
に
、
神
道
は
宗
教
と
し

て
の
魅
力
が
な
い
、
と
い
う
の
が
、
彼
ら
が
共
有
す
る
認
識
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
グ
リ
フ
ィ
ス
の
受
け
止
め
か
た
と
は
、
正
反
対

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
神
道
論
に
対
し
て
ハ
ー
ン
が
、

「
神
道
に
は
哲
学
は
な
い
。
体
系
的
な
倫
理
も
、
抽
象
的
な
教
理
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
ま
さ
し
く
「
な
い
」
こ
と
に
よ

っ
て
、
西
洋
の
宗
教
思
想
の
侵
略
に
に
対
抗
で
き
た
。」「
神
道
を
、
お
よ
そ
宗
教
と
は
言
い
難
い
も
の
だ
と
い
う
者
も
あ
る

が
、
学
者
た
ち
が
な
か
な
か
神
道
を
解
き
あ
か
せ
な
い
の
も
、
畢
竟
、
彼
ら
が
神
道
の
源
泉
を
書
物
ば
か
り
に
求
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。」「
し
か
し
、
現
実
の
神
道
は
、
書
物
の
中
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
儀
式
や
戒
律
の
中
で
も
な
い
。
あ
く
ま

で
国
民
の
心
の
裡
に
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。」（「
杵
築
」『
知
ら
れ
ぬ
日
本

（
３２
）

の
面
影
』）

と
、
反
論
し
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
宣
教
師
を
志
し
な
が
ら
、
後
の
ハ
ー
ン
同
様
に
、
神
道
が
、
書
物
や
聖
像
な
ど
、
い
わ
ば
人
為
的
所

産
と
し
て
構
築
さ
れ
た
教
理
や
表
象
物
を
排
し
て
、
森
の
樹
々
と
と
も
に
あ
る
こ
と
、
簡
素
さ
を
こ
そ
旨
と
す
る
こ
と
を
察
し
た
。

簡
素
な
神
社
建
築
と
庶
民
の
素
朴
な
祈
り
の
形
を
見
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
な
ど
と
異
な
っ
て
、
神
道
全
体
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
の
宗
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教
性
を
感
じ
取
る
感
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
な
ぜ
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
し
ま
う
。
ど
う
い
う
背
景
が
あ
っ
て
、
お
寺
や
神
社
を
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ひ
い
て
は
日

本
の
宗
教
に
理
解
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
、
と
。

ハ
ー
ン
の
場
合
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
生
い
立
ち
に
、
日
本
の
神
々
の
世
界
に
ひ
か
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
と
、
説
明
さ
れ
て
き
た
。

ギ
リ
シ
ャ
人
の
母
親
の
記
憶
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
子
供
時
代
な
ど
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
ケ
ル
ト
民
話
の
多
神
教
世
界
に
親
し
み
、

ま
た
、
母
と
自
分
を
捨
て
た
父
親
へ
の
反
発
が
、
近
代
西
洋
的
価
値
観
の
境
界
を
越
え
さ
せ
た
、
と
。

で
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
東
部
の
保
守
的
な
風
土
の
な
か
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
敬

虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
母
親
の
願
い
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
受
け
入
れ
て
牧
師
の
道
を
進
ん
だ
人
で
あ
る
。
日
本
に
至
る
グ
リ
フ
ィ
ス

の
人
生
に
、
ハ
ー
ン
の
よ
う
な
葛
藤
や
、
西
洋
社
会
へ
の
反
発
や
疑
問
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
、
簡
素
な
空
間
、
豊
か
な
自
然

〜
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
東
部
の
感
性

グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
な
ぜ
神
社
の
素
朴
さ
に
感
動
し
た
か
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
で
き
た
の
か
。
も
し
グ
リ
フ
ィ
ス
の
背
景

に
あ
え
て
、
い
く
ぶ
ん
の
理
由
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
の
は
�
清
潔
�
と
い
う
概
念
、
そ
し
て
�
自
然
観
�
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
の
町
と
庶
民
の
生
活
の
清
潔
さ
に
感
嘆
す
る
。
東
海
道
を
西
へ
と
旅
し
な
が
ら
、「
普
通
の
日

本
人
は
、
少
な
く
と
も
一
日
一
回
は
湯
に
入
る
。」「
ど
の
ア
ジ
ア
人
よ
り
も
身
な
り
も
住
居
も
清
潔
で
あ
る
。」（
第
二
章
「
東
海
道
馬
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車
（
３３
）

の
旅
」）
と
記
す
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
街
や
道
路
、
住
ま
い
の
清
潔
さ
を
指
摘
す
る
来
日
外
国
人
は
き
わ
め
て
多
い
。
た
と
え
ば
、
ペ
リ
ー
提
督
は

日
本
の
道
の
清
潔
さ
に
「
汚
物
ど
こ
ろ
か
塵
ひ
と
つ
な
く
、
中
国
の
都
市
と
い
う
都
市
の
不
潔
ぶ
り
と
は
雲
泥
の
（
３４
）

差
だ
」
と
驚
き
、

下
田
の
町
に
つ
い
て
「
清
潔
と
衛
生
に
非
常
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
我
々
が
誇
る
文
明
国
よ
り
も
ず
っ
と
先
を
行
っ
て

（
３５
）

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
も
、「
あ
ら
ゆ
る
階
級
を
通
し
て
、
人
々
は
家
の
近
く
の
小
路
に
水
を
撒
き
、
短

い
柄
の
箒
で
掃
き
清
め
」、
欧
米
と
比
べ
て
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
の
処
理
が
う
ま
く
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
衛
生
的
で
、
病
気
が
少

な
い
と
し
て
、
人
々
の
風
呂
好
き
、
綺
麗
好
き
に
感
嘆
（
３６
）

し
た
。
一
八
八
九
年
に
世
界
一
周
早
回
り
の
企
画
で
、
日
本
に
立
ち
寄
っ
た

ア
メ
リ
カ
の
女
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ネ
リ
ー
・
ブ
ラ
イ
（N

ellie
B

ly

、
一
八
六
四
―
一
九
二
二
）
も
、
中
国
と
比
べ
た
街
の
こ
ぎ
れ

い
さ
に
目
を
見
張
（
３７
）

っ
た
。

彼
ら
の
記
述
に
共
通
す
る
の
は
、�
清
潔
�、
す
な
わ
ち
衛
生
を
、
文
明
の
証
、
文
明
の
指
標
と
み
な
す
考
え
方
が
背
後
に
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
日
本
の
生
活
空
間
の
清
潔
さ
と
、
ま
た
さ
ら
に
神
社
空
間
の
簡
素
さ
を
よ
し
と
す
る

の
も
、
あ
る
意
味
で
は
根
底
で
通
じ
合
う
感
覚
な
の
で
あ
る
。clean

でsim
ple

な
建
築
空
間
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
バ
ー
ド
な
ど

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
大
英
帝
国
の
人
よ
り
は
、
新
大
陸
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
感
性
の
人
に
訴
え
か
け
、
親
近
感
を
覚
え
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
ひ
と
つ
指
摘
で
き
る
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
自
然
を
尊
び
、
自
然
と
人
と
の
親
密
な
る
空
間
に
感
じ
入
る
人
だ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

『
皇
国
』
の
な
か
で
も
、
た
と
え
ば
越
前
へ
と
向
か
う
真
冬
の
雪
の
山
道
の
描
写
で
は
、
谷
や
田
圃
に
見
え
隠
れ
す
る
コ
ウ
ノ
ト
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リ
や
兎
、
狐
、
鴨
、
雁
、
白
鷺
、
猪
、
猿
な
ど
様
々
な
動
物
の
姿
が
描
か
れ
て
い
て
（
七
章
「
日
本
の
奥

（
３８
）

地
に
て
」）、
今
は
も
う
な
い

豊
か
な
自
然
、
動
植
物
と
共
存
す
る
世
界
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た
の
だ
と
、
気
づ
か
さ
れ
る
。
日
本
沿
岸
に
生
息
す
る
貝
類
の
豊
富
さ

を
目
当
て
に
来
日
し
た
生
物
学
者
モ
ー
ス
に
も
共
通
す
る
眼
差
し
と
い
え
る
。

実
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
自
然
に
対
す
る
感
性
は
、『
皇
国
』
よ
り
『
福
井
日
記
』の
方
に
、
さ
ら
に
よ
く
う
か
が
え
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス

の
『
福
井
日
記
』
の
記
述
の
魅
力
の
ひ
と
つ
に
、
自
然
へ
の
言
及
が
あ
る
。
季
節
感
あ
ふ
れ
る
自
然
描
写
が
魅
力
的
な
の
で
あ
る
。

日
記
を
み
る
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
毎
日
散
歩
を
し
て
い
る
。
山
下
英
一
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
一
日
の
過
ご
し
方

は
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
て
、
午
前
中
に
授
業
、
午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
、
散
歩
に
出
る
。
祭
り
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
人
の

家
の
訪
問
予
定
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
は
別
に
近
所
を
、
川
べ
り
を
、
山
々
を
望
み
な
が
ら
、
田
園
を
歩
く
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
七
月
一
九
日
の
日
記
。

い
つ
も
の
よ
う
に
授
業
を
し
た
。
役
人
が
一
人
来
て
い
な
か
っ
た
が
、
授
業
に
差
支
え
は
な
か
っ
た
。
午
後
、
一
人
で
散
歩

に
で
た
。
夕
食
後
、
馬
で
南
の
方
へ
行
っ
た
。
西
の
方
は
黄
金
の
空
に
光
の
大
波
と
火
の
波
紋
。
東
の
方
は
静
寂
で
崇
高
な
連

山
の
濃
い
紫
。
黄
金
に
照
ら
さ
れ
た
雲
の
白
い
峰
は
ス
イ
ス
の
よ
う
だ
。
一
人
乗
馬
を
楽
し
ん
だ
。
金
が
溶
け
込
ん
だ
よ
う
な

空
に
、
銀
の
三
日
月
が
見
え
た
。
長
い
橋
を
渡
っ
て
帰
っ
た
。
蛙
の
鳴
く
季
節
に
な
っ
た
。(“T

he
tim

e
for

the
singing

of
the

frogs
is

com
e.)

家
の
そ
ば
を
通
る
と
そ
こ
か
ら
い
ぶ
し
だ
さ
れ
た
蚊
の
群
れ
が
顔
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
。
夜
、
化
学
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
章
を
書
い
た
。
知
藩
事
か
ら
手
紙
を
も
ら
（
３９
）

っ
た
。
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グ
リ
フ
ィ
ス
は
授
業
を
終
え
、
い
つ
も
の
午
後
の
散
歩
は
し
た
の
だ
が
、
夕
食
後
、
ま
た
一
人
で
外
に
出
か
け
た
。
夕
日
が
素
晴

ら
し
く
美
し
い
日
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
大
空
を
見
渡
す
。
西
の
方
は
黄
金
に
輝
き
、
陽
が
赤
々
と
炎
の
よ
う
に
波
打
っ
て
い
る
。

対
す
る
東
の
空
は
濃
い
紫
の
静
寂
に
沈
み
ゆ
き
、
山
々
の
影
の
上
の
白
雲
が
、
最
後
の
日
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
西
空

に
銀
の
三
日
月
が
浮
か
ぶ
。
昼
と
夜
の
あ
わ
い
の
時
間
。
天
空
の
両
端
の
動
と
静
、
太
陽
と
月
。
馬
に
乗
っ
て
一
人
、
広
大
な
夕
景

の
な
か
に
消
え
て
い
く
描
写
は
、
一
幅
の
絵
画
の
よ
う
に
鮮
や
か
だ
。
そ
し
て
ま
た
印
象
的
な
の
は
、
帰
り
路
、
蛙
の
鳴
き
声
を
耳

に
し
て
、“T

he
tim

e
for

the
singing

of
the

frogs
is

com
e.

と
思
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
宵
闇
の
な
か
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
蛙
の
合
唱

に
耳
を
澄
ま
せ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
八
月
十
一
日
に
三
国
方
面
に
川
下
り
を
し
た
時
も
、
沢
山
の
大
き
な
ト
ン
ボ
の
群
れ
と
、
た
く

さ
ん
の
蝉
の
声
が
し
た(“m

any
m

usical

（
４０
）

locusts”)

、
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
鳴
き
声
を
、m

usical

と
記
し
て
い
る
。
虫
の
音
、
蛙
の

声
に
も
、
季
節
の
音
楽
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
文
章
は
、
も
ち
ろ
ん
日
記
な
の
で
、
一
日
一
日
の
記
述
は
短
い
。
名
詞
の
羅
列
な
ど
、
時
に
断
片
的
な
言

葉
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
見
聞
き
し
た
も
の
、
人
々
の
様
子
や
行
動
が
、
場
面
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
天
候
が
風
景
描

写
と
と
も
に
欠
か
さ
ず
挿
入
さ
れ
、
日
記
に
生
気
と
光
を
与
え
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
り
、
効
果
的
で
も
あ
る
。
季
節
の
風
景
が

グ
リ
フ
ィ
ス
の
心
象
と
化
し
て
、
出
来
事
に
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
一
種
、
俳
句
の
よ
う
な
魅
力
が
生
じ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
。

七
月
十
九
日
の
記
述
の
他
に
も
、
例
を
あ
げ
れ
ば
、
き
り
が
な
い
の
だ
が
、
い
く
つ
か
抜
粋
し
よ
う
。

七
月
二
十
日
「
光
輝
く
明
る
い
日
。
厳
し
い
暑
さ
」。
山
々
、
天
空
に
は
「
整
列
し
た
の
雲
の
軍
勢
」。「
水
浴
び
を
楽
し

み
、
川
で
海
藻
を
洗
っ
て
い
る
二
人
の
少
年
に
話
し
か
け
た
。」
燦
然
と
輝
く
夕
日
、
黄
金
に
映
え
る
緑
の
海
原
、
暗
く
な
る
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山
影
の
崇
高
さ
。
夜
、
知
人
を
訪
ね
る
と
留
守
。
そ
し
て
「
一
人
の
女
が
数
珠
を
持
っ
て
月
に
祈
る
の
を
見
た
。」
別
の
知
人

を
訪
ね
、「
役
人
に
期
待
さ
れ
る
役
目
に
つ
い
て
話
し
た
、
外
に
出
る
と
、
天
の
川
が
星
の
光
の
な
か
に
勢
い
よ
く
流
れ
、
堀

の
水
に
映
っ
て
い
る
の
が
見
（
４１
）

え
た
」。

七
月
二
十
一
日
「
い
つ
も
の
授
業
。
午
後
、
ぐ
っ
す
り
寝
た
。
少
年
た
ち
に
教
え
た
。
加
藤
氏
が
木
製
で
蒸
留
液
を
作
る
工

夫
を
し
に
訪
ね
て
き
た
。
泳
ぎ
に
行
っ
た
。
輝
く
空
。
金
色
の
夕
日
。
乳
牛
を
飼
っ
て
い
る
場
所
で
神
楽
が
あ
っ
た
。
日
除
け
、

屋
台
、
芸
者
、
大
勢
の
人
」

十
月
二
十
五
日
「
美
し
い
秋
の
日
。
今
日
も
忙
し
か
っ
た
。
小
さ
な
蒸
気
機
関
の
模
型
に
学
生
た
ち
は
喜
ん
だ
。
午
後
、
中

野
、
大
岩
、
吐
酔
、
岩
淵
と
佐
々
木
の
家
へ
行
っ
て
、
静
か
に
仲
良
く
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
た
。
帰
り
道
、
月
の
光
が
城
、

堀
、
川
、
木
を
照
ら
し
て
、
い
ち
だ
ん
と
美
し
か
っ
た
。」

十
一
月
二
十
五
日
（
午
前
の
講
義
と
実
験
の
記
述
の
あ
と
に
こ
う
記
し
て
い
る
。）「
午
後
、
石
山
へ
散
歩
し
た
。
見
事
な
紅
葉
、

日
の
光
が
風
景
を
照
ら
す
。
白
い
鳥
の
輝
き
。
坂
鳥
が
山
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
つ
い
て
い
た
。
葬
式
の
行
列
。
火
葬
の
煙

を
み
た
。
夜
、
読
書
。
空
想
、
回
想
。」

連
日
、
こ
の
よ
う
な
調
子
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
散
歩
の
時
間
の
せ
い
か
、
夕
刻
と
月
夜
の
描
写
が
多
い
。
雪
に
包
ま
れ
た
山
々
の

描
写
も
美
し
い
。
だ
が
特
徴
的
な
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
い
つ
も
空
と
太
陽
と
月
を
仰
ぎ
見
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ふ
り
そ
そ
ぐ

陽
の
光
、
月
の
光
、
嵐
の
前
の
空
の
光
な
ど
、
つ
ま
り
、
こ
の
世
の
空
間
を
照
ら
す
も
の
と
し
て
の
自
然
の
光
に
対
し
て
、
鋭
敏
な

感
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ハ
ー
ン
も
、
た
と
え
ば
「
神
々
の
国
の
首
都
」
の
朝
焼
け
と
夕
日
の
描
写
な
ど
、
刻
々
と
変
化
す
る
空
の
色
を
巧
み
に
描
い
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
来
日
以
前
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
の
自
然
描
写
も
華
や
か
な
色
彩
表
現
で
、�
言
葉
の
印
象
派
�
と
称
さ

れ
た
。
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
自
然
描
写
は
、
印
象
派
と
い
う
よ
り
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
や
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
風
景
画
を
連
想
さ
せ

る
。
自
然
の
な
か
に
神
の
意
志
の
普
遍
を
感
じ
取
ろ
う
と
し
た
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
エ
マ
ー
ソ
ン
な
ど
と
響
き
あ
う
も
の

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
で
は
、
自
然
も
天
候
も
、
か
な
ら
ず
人
間
の
事
象
と
一
緒
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
こ

の
自
然
は
人
間
を
超
越
し
た
別
世
界
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
マ
ン
派
で
い
う

�sublim
e

�、「
崇
高
な
る
自
然
」
の
よ
う
な
、
畏
怖
を
感
じ
る
対
象
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
人
間
を
包
み
込
む
自
然
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
感
性
だ
か
ら
こ
そ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
神
社
の
領
域
に
、
自
然
の
中
で
神
と
人
間
が
溶
け
合
う
空

間
を
み
い
だ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

五
、
家
庭
の
祭
壇

〜

”In
the

H
eart

of
Japan”

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
は
、
こ
の
よ
う
に
人
と
自
然
を
、
ひ
と
つ
の
親
密
な
空
間
の
な
か
に
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
読
ん
で
い
て
、

特
に
強
い
印
象
を
受
け
た
一
節
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
あ
る
い
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
体
験
の
根
本
を
な
す
に
至
っ
た
事
柄
が

書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
個
所
で
も
あ
る
。
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十
一
月
三
十
日

外
は
雨
。
心
の
中
も
雨
。
家
か
ら
手
紙
が
来
な
い
。
神
戸
か
ら
器
具
が
つ
か
な
い
。
無
為
に
す
ご
し
た
。

『
ピ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ク
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
』
を
読
ん
で
わ
ず
か
に
心
を
慰
め
た
。
黄
昏
時
に
散
歩
し
た
。
父
・
母
・
子
供
の
家
族

が
鈴
、
仏
典
、
ろ
う
そ
く
を
持
っ
て
、
燈
明
の
つ
い
た
仏
前
で
祈
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
感
動
（
４２
）

し
た
。(T

ook
a

w
alk

at
tw

ilight,

and
w

as
deeply

interested
in

seeing
a

fam
ily

at
prayers

before
a

lighted
shrine,

bell,
book

and
candle,

father,
m

other
and

（
４３
）

children.

外
は
雨
で
、
心
も
晴
れ
な
い
、
不
調
の
日
。
夕
方
い
つ
も
の
よ
う
に
散
歩
に
出
る
と
、
ふ
と
一
軒
の
家
の
雨
戸
が
あ
い
て
い
て
、

中
の
様
子
が
見
え
る
。
覗
く
と
も
な
し
に
覗
き
見
る
と
、
仏
壇
の
前
に
家
族
が
そ
ろ
い
、
祈
っ
て
い
る
。
父
親
と
母
親
、
小
さ
な
子

供
た
ち
ま
で
一
緒
に
、
鈴
を
も
ち
、
仏
典
を
開
き
、
手
を
合
わ
せ
て
、
祈
り
の
言
葉
を
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
十
一
月
の
終
わ
り
、
晩

秋
の
黄
昏
時
で
あ
る
。
外
は
す
っ
か
り
暗
く
寒
く
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
の
な
か
で
垣
間
見
た
、“a

fam
ily

at
prayers

before

a
lighted

shrine”

。
仏
壇
の
燈
り
に
照
ら
さ
れ
た
家
族
の
輪
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
し
み
じ
み
と
し
た
温
か
さ
と
、
神
仏
と
そ
の
一

家
の
親
密
な
空
間
を
感
じ
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
は
、
出
来
事
と
天
候
が
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
て
、
余
計
な
感
想
の
言
葉
は
少
な

い
。
あ
っ
て
も
、「
楽
し
か
っ
た
」
程
度
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
「
見
た
」“I

saw
”

と
せ
ず
、“w

as
deeply

interested”

「
深

く
心
ひ
か
れ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
以
外
、
あ
ま
り
例
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
、
深
く
心
に
染
み
入
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
の
日
の
出
来
事
と
感
動
を
よ
り
詳
し
く
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
（T

he
H

om
e

Journal

、
一
八
七
一
年
）
に
、“A

Japanese
C

ity”

と
題
し
て
書
き
送
っ
て
い
る
。
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山
道
を
た
ど
っ
て
行
く
と
、
木
造
の
古
い
数
軒
の
寺
と
釈
迦
堂
が
あ
り
、
石
の
塚
の
大
き
な
塔
が
あ
っ
た
。
そ
の
塔
に
は
た

く
さ
ん
の
風
鐸
と
大
き
な
梵
鐘
が
さ
が
っ
て
い
て
、
日
の
出
と
夕
暮
に
そ
の
鐘
か
ら
厳
か
な
美
し
い
音
色
が
こ
だ
ま
す
る
。
そ

れ
を
聴
い
て
人
々
は
お
祈
り
の
時
間
を
知
ら
さ
れ
る
。
こ
の
前
の
夕
方
、
日
暮
前
の
散
歩
を
し
て
い
て
、
入
口
の
障
子
が
半
ば

開
い
て
い
る
家
を
通
っ
た
。
そ
の
な
か
で
仏
壇
の
前
に
、
父
と
母
と
子
供
と
、
母
に
抱
か
れ
た
赤
子
が
坐
っ
て
い
た
。
蝋
燭
が

燃
え
て
い
た
。
小
さ
い
祭
壇
に
香
の
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
た
。
み
ん
な
が
手
を
あ
わ
せ
て
、
頭
を
下
げ
て
、
唇
で
真
剣
に
祈
願

を
つ
ぶ
や
い
て
い
る
様
子
は
、
と
て
も
美
し
く
て
興
味
の
あ
る
眺
め
だ
っ
た
。
お
祈
り
が
す
ん
で
、
父
親
が
小
さ
な
鈴
を
三
度

鳴
ら
し
、
ま
た
頭
を
下
げ
る
と
、
仏
壇
の
下
に
置
い
て
あ
る
場
所
か
ら
一
冊
の
本
を
大
事
そ
う
に
取
り
出
し
て
、
二
、
三
分
、

声
を
出
し
て
読
み
、
も
う
一
度
頭
を
下
げ
て
、
お
参
り
は
終
わ
っ
た
。
こ
こ
で
は
我
々
は
偶
像
破
壊
者
、
即
ち
、
こ
の
国
の

人
々
が
大
事
に
守
っ
て
き
た
迷
信
を
着
実
に
崩
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
の
科
学
と
、
そ
の
迷
信
に
と
っ
て
代
わ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
信
仰
の
開
拓
者
だ
が
、
彼
ら
の
儀
式
の
美
学
に
目
を
つ
む
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
彼
等
の
寺
の
美
し
い
鐘
の
音
に

耳
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
。（
山
下

（
４４
）

英
一
訳
）

こ
の
記
事
で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
た
光
景
が
、
さ
き
ほ
ど
の
日
記
よ
り
長
く
詳
し
く
、
文
学
的
な
表
現
で
描
か
れ
て
い
て
、
ド

ラ
マ
の
一
場
面
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
だ
が
注
目
す
べ
き
は
、
最
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
感
想
と
意
見
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、「
迷
信
」
じ
み
た
異
教
か
ら
人
々
を
改
宗
さ
せ
る
と
い
う
使
命
を
帯
び
て
こ
こ
日
本
に
い
る
こ
と
を
自

覚
し
な
が
ら
、
い
ざ
、
日
本
の
宗
教
の
「
儀
式
の
美
学
」
を
目
に
し
、「
美
し
い
寺
の
鐘
の
響
き
」
に
耳
を
す
ま
せ
ば
、
心
打
た
れ

て
し
ま
う
。
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
宣
教
師
と
し
て
は
、
思
い
切
っ
た
コ
メ
ン
ト
と
い
う
べ
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き
か
も
し
れ
な
い
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
こ
で
、
異
宗
教
の
価
値
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
き
に
見
て
き
た
グ
リ
フ
ィ
ス
の

お
寺
の
描
写
、
神
社
の
描
写
を
さ
さ
え
て
い
る
の
も
、
こ
の
考
え
方
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
グ

リ
フ
ィ
ス
自
身
は
牧
師
と
い
う
職
業
を
六
十
歳
に
な
る
ま
で
守
っ
た
人
で
あ
り
、
信
仰
に
ゆ
ら
ぎ
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お

寺
や
神
社
を
描
く
グ
リ
フ
ィ
ス
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
の
は
感
覚
的
な
把
握
で
あ
り
、
神
道
仏
教
の
宗
教
と
し
て
の
教
義
や
制
度
の
理

解
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
日
本
と
い
う
異
国
の
国
の
宗
教
へ
の
敬
意
な

の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
異
教
、
す
な
わ
ち
異
文
化
へ
の
敬
意
。
こ
の
敬
意
を
持
つ
に
い
た
っ
た
か
ど
う
か
が
、
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
や
バ
ー
ド
の
記
述
と
の
違
い
を
生
ん
だ
。

そ
し
て
こ
の
敬
意
を
は
ぐ
く
ん
だ
も
の
こ
そ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
出
し
た
、
仏
壇
の
前
の
こ
の
一
家
の
姿
、
自
然
と
神
と
人
が
ひ

と
つ
に
な
じ
む
親
密
な
る
光
景
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。
散
策
の
山
道
で
垣
間
見
た
、
質

素
な
家
屋
に
さ
さ
や
か
に
暮
ら
す
名
も
な
き
一
家
。
そ
の
家
族
が
家
の
祭
壇
の
前
に
集
い
、「
手
を
あ
わ
せ
て
、
頭
を
下
げ
て
、
唇

で
真
剣
に
祈
願
を
つ
ぶ
や
い
て
い
る
様
子
」
を
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、「
と
て
も
美
し
い
」
眺
め
だ
と
思
っ
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
「
儀

式
の
美
学
」
や
「
寺
の
鐘
の
音
の
美
し
さ
」
を
も
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
体
験
は
、『
皇
国
』
の
な
か
で
は
、
ど
う
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
み
た
光
景
は
、
第
九
章
「
日
本
の
家
で
の
生
活
」(“L

ife
in

a
Japanese

H
ouse”)

の
中
に
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
形

に
表
現
を
変
え
て
全
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
皇
国
』
の
な
か
で
も
、
特
に
読
み
応
え
の
あ
る
こ
の
章
は
、
ハ
ー
ン
の
「
日
本
の
庭
で
」（“In

a
Japanese

G
arden”

、『
知
ら
れ
ぬ

日
本
の
面
影
』
所
収
）
と
い
う
作
品
に
も
似
て
い
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
住
ん
だ
武
家
屋
敷
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
日
本
家
屋
を
舞
台
に

―７８（３５）―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
へ



し
た
随
想
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、「
旅
の
興
奮
も
去
っ
て
、
少
し
落
ち
つ
い
て
（
４５
）

き
た
」
と
い
っ
て
、
ま
ず
家
の
描
写
か
ら
始
め
る
。
そ
れ
は
築
百

九
十
七
年
の
古
い
立
派
な
屋
敷
で
、
代
々
同
じ
一
族
が
住
ん
で
い
た
。
屋
敷
は
広
く
、
周
囲
に
昔
の
家
来
や
召
使
の
住
居
が
あ
り
、

樅
の
木
立
の
あ
る
庭
も
美
し
く
見
事
だ
っ
た
。
庭
に
は
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
い
て
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
家

の
造
り
を
、
間
取
り
を
、
部
屋
や
廊
下
、
天
井
や
畳
の
質
感
に
至
る
ま
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。
だ
が
、
グ
リ

フ
ィ
ス
は
、そ
こ
か
ら
日
本
家
屋
の
風
情
や
美
的
感
性
、
つ
ま
り
�
日
本
的
な
美
�
を
い
う
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
エ
ド
ワ
ー
ド

・
モ
ー
ス
の
『
日
本
の
す
ま
い
・
内
と
外
』（Japanese

H
om

es
and

T
heir

Surroundings

、
一
八
八
五
年
）
や
、
谷
崎
潤
一
郎
の
「
陰
翳

礼
讃
」（
昭
和
八
年
）、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
『
日
本
の
藝
術

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
眼
で
観
た
』（
一
九
三
四
年
）、『
日
本
の
家
屋
と

生
活
』（
一
九
三
六
年
）
の
よ
う
に
、
建
築
や
し
つ
ら
え
そ
の
も
の
、
そ
の
美
学
に
関
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、「
こ
の
よ
う
な
古
い
屋
敷
に
入
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
興
味
を
起
さ
せ
る
話
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
そ

ホ
ー
ム

れ
は
家
庭
で
あ
っ
た
。
異
教
の
、
異
邦
の
、
ア
ジ
ア
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
か
ま
わ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
ま
ず
家
庭
で
あ
っ

た
。」(I

w
as

glad
they

had
put

m
e

in
this

old
m

ansion.
It

w
as

full
of

suggestive
history.

It
had

been
a

hom
e.

Pagan,
heathen,

A
siatic

it

m
attered

not
;

it
w

as
a

（
４６
）

hom
e.)

と
言
っ
て
、
そ
の
家
に
刻
ま
れ
て
き
た
一
家
の
歴
史
を
、
そ
の
家
の
な
か
で
営
ま
れ
て
き
た
人
々
の

生
活
と
人
生
を
思
い
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
戦
国
を
生
き
た
先
祖
の
言
い
伝
え
に
は
じ
ま
り
、
代
々
こ
の
家
で

子
供
た
ち
が
育
ち
、
庭
で
花
や
鳥
を
友
と
し
て
自
然
に
親
し
み
、
遊
び
、
学
び
、
成
長
し
て
、
や
が
て
結
婚
し
、
子
を
生
し
、
つ
い

に
は
親
を
看
取
り
、
年
老
い
て
い
く
姿
を
、
人
生
の
節
目
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
祭
礼
の
民
俗
学
的
説
明
、
家
の
仏
壇
と
位
牌
の
説

明
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
長
編
映
画
の
よ
う
に
描
く
。
ひ
な
祭
り
や
鯉
の
ぼ
り
、
新
年
の
儀
式
、
主
人
と
家
来
が
盆
暮
れ
に
交
わ
す
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挨
拶
と
贈
り
物
、
そ
の
他
、
様
々
な
祭
礼
に
お
よ
ぶ
記
述
は
、
外
国
人
に
よ
る
日
本
の
民
俗
研
究
の
嚆
矢
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
た
だ
観
察
す
る
の
で
は
な
い
。

「
毎
日
の
よ
う
に
、
こ
こ
が
家
庭
で
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
何
か
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
誕
生
、
結
婚
、
死
、
病
気
、
悲
し
い
こ

と
、
う
れ
し
い
こ
と
、
宴
会
な
ど
―
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
、
ア
メ
リ
カ
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
は
い
て
も
、
こ
こ
を
神
聖

な
も
の
に
し
て
（
４７
）

い
た
。」(E

very
day

som
e

new
discovery

show
ed

m
e

that
this

had
been

a
hom

e.
B

irth,
m

arriage,
death,

sickness,

sorrow
,

joy,
banquet

all
the

fullness
of

life,
though

not
like

ours,
had

（
４８
）

sanctified
it.)

と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
夜
、
家
の
大
き
な
古
い
庭
を
散
策
し
な
が
ら
、「
星
、
町
の
か
す
か
な
つ
ぶ
や
き
」
に
耳
を
す
ま
し
、「
川
向
う
の
山
に

ち
ら
つ
く
明
り
と
、
樅
の
木
立
ち
か
ら
も
れ
く
る
月
の
光
」
を
眺
め
、
こ
う
続
け
る
。

古
い
文
明
を
破
壊
す
る
た
め
の
新
し
い
文
明
を
持
っ
て
く
る
の
を
手
伝
い
に
、
知
識
の
建
築
者
と
し
て
私
は
福
井
に
来
た
。

し
か
し
、
因
襲
打
破
主
義
者
に
な
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
し
ば
し
ば
自
分
に
問
う
た
。
な
ぜ
こ
の
人
た
ち
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
は
い
け
な
い
の
か
。
み
ん
な
充
分
に
幸
福
そ
う
だ
。「
知
識
を
増
す
者
は
憂
い
を
増
す
」
と
い
う
で
は
な
い
か
。
古

い
祠
さ
え
、
人
間
の
信
仰
と
崇
拝
を
神
聖
に
す
る
た
め
奉
納
さ
れ
て
き
た
の
だ
。
こ
の
見
捨
て
ら
れ
た
神
殿
の
石
を
取
り
除
く

の
は
、
私
で
は
な
く
、
誰
か
他
人
の
手
に
ま
か
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
位
牌
が
あ
り
、
燈
明
と
香
が
燃
え
て
い
た
家
族
の

小
礼
拝
堂
〔
仏
間
〕
を
、
食
堂
に
す
る
と
は
何
と
い
や
し
い
考
え
か
。
玄
関
先
に
軽
い
木
で
で
き
た
箱
が
結
ん
で
あ
り
、
そ
の

中
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
漢
字
で
書
い
た
護
符
が
魔
除
け
に
入
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
お
守
り
を
信
じ
な
か
っ
た
の
で
取
り
は
ず
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し
た
が
、
変
っ
た
形
見
と
し
て
大
事
に
と
っ
て
お
い
た
。
他
人
が
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
人
間
的
な
る
も

の
は
神
聖
で
、
信
仰
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
も
し
も
私
た
ち
の
信
仰
が
神
聖
な
ら
、
他
人
の
信
仰
も
神
聖
な
（
４９
）

の
だ
。

I
had

com
e

hither
to

be
a

builder
of

know
ledge,

to
help

bring
the

new
civilization

that
m

ust
destroy

the
old.

Y
et

it
w

as
hard

to
be

an
iconoclast.

I
often

asked
m

yself
the

question
W

hy
not

leave
these

people
alone

?
T

hey

seem
to

be
happy

enough
;

and
he

that
increaseth

know
ledge

increaseth
sorrow

.
T

he
sacredness

of
hum

an
belief

and

reverence
had

consecrated
even

the
old

shrine,
and

other
hands

than
m

ine
m

ust
rem

ove
the

stones
of

the
deserted

fane.
W

hat
vulgarity

to
m

ake
a

dining−
room

of
the

fam
ily

oratory,
w

here
the

ancestral
tablets

once
stood,

and
the

sacred
lights

and
incense

burned
!

I
found

tied
to

the
front

of
the

house
a

case
of

light
w

ood,
containing

an
am

ulet,

w
ritten

in
Sanskrit

and
C

hinese,
for

the
protection

of
the

house.
I

took
it

dow
n,

for
I

had
no

faith
in

its
protection;

but
I

kept
it

carefully
as

a
curious

m
em

ento,
because

others
had

trusted
in

it,
and

every
thing

hum
an

is
sacred,

even

faith,
if

our

（
５０
）

ow
n

is.

グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ
こ
で
、
雑
誌(T

he
H

om
e

Journal)
で
も
述
べ
た
、
い
わ
ば
宣
教
師
と
し
て
の
使
命
の
自
覚
と
迷
い
と
疑
念
を

繰
り
返
し
吐
露
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
国
人
の
自
分
が
来
て
、「
仏
間
を
食
堂
に
し
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
に
申
し
訳
な
さ
を
感
じ

る
。
つ
ま
り
、「
仏
間
」
と
い
う
日
本
伝
統
の
信
仰
の
空
間
を
、「
食
堂
」
と
い
う
新
し
い
西
洋
の
物
質
的
生
活
空
間
に
変
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
象
徴
的
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
西
洋
の
文
明
と
宗
教
を
伝
え
る
こ
と
に
一
瞬
の
疑
問
を
感
じ
て
し
ま

う
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
玄
関
先
に
か
か
っ
て
い
た
お
守
り
を
、「
信
じ
て
い
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
取
り
外
す
。
だ
が
、「
他
の
者
が
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信
じ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
」
棄
て
ず
に
、
大
事
に
と
っ
て
お
く
。
な
ぜ
な
ら
、「
す
べ
て
人
間
的
な
る
も
の
は
神
聖
で
、
信
仰
も
ま

た
そ
う
で
あ
る
。
も
し
も
私
た
ち
の
信
仰
が
神
聖
な
ら
、
他
人
の
信
仰
も
神
聖
な
の
だ
」
か
ら
、
と
結
ぶ
の
で
（
５１
）

あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て
の
宗
教
に
対
す
る
敬
意
で
あ
り
、
い
わ
ば
他
者
へ
の
敬
意

だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
異
文
化
へ
の
敬
意
が
、
家
と
い
う
場
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
、
主
義
主
張
で
も
、
思
想
的
な
も

の
で
も
、
ま
た
博
愛
主
義
的
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
日
本
人
の
家
の
中
で
暮
ら
し
、
柱
や
畳
や
、
障
子
、

光
、
影
、
空
気
、
匂
い
に
ま
で
触
れ
て
、
い
わ
ば
空
間
の
な
か
に
息
づ
く
命
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
取
っ
て
醸
成
し
て
い
っ
た
意
見

な
の
で
あ
る
。
そ
の
分
、
こ
の
言
葉
に
は
実
感
が
あ
り
、
重
み
が
あ
る
と
思
う
。

い
ま
こ
こ
に
引
用
し
た
一
節
の
前
で
、
実
は
グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ
の
よ
う
な
情
景
を
描
い
て
い
た
。

「
私
は
宗
教
上
の
祭
礼
に
つ
い
て
思
っ
た
。
屋
敷
と
そ
の
地
所
の
小
作
が
み
な
提
灯
を
に
ぎ
や
か
に
つ
る
す
。
そ
し
て
主
人

の
家
内
中
の
も
の
が
、
ま
る
で
ひ
と
つ
の
大
き
な
心
の
よ
う
に
、
小
作
人
の
誕
生
、
死
、
結
婚
、
悲
し
み
、
喜
び
ご
と
に
共
感

し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
住
ま
い
で
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
先
祖
代
々
の
地
所
の
上
で
、
一
族
が
平
和
に
く
ら
し
、
繁
栄
し
て

（
５２
）

き
た
。」(I
thought

of
the

religious
festivals

w
hen

the
m

ansion
and

all
the

tenantry
of

the
estate

hung
out

gay
lanterns,

and
the

m
aster’s

household,
like

a
great

heart,
sym

pathized
in

the
birth,

death,
m

arriage,
sorrow

,
or

joy
of

the
tenantry.

T
hus,

for
centuries

in
this

dw
elling,

and
on

this
ancestral

estate,
lived

the
fam

ily
in

peace
and

（
５３
）

prosperity.

）

グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
て
い
る
の
は
、
夕
暮
、
屋
敷
ま
わ
り
の
家
々
の
軒
先
に
吊
る
さ
れ
た
提
灯
の
明
か
り
で
あ
る
。
夕
闇
の
中
に
丸
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く
温
か
い
光
を
放
つ
そ
の
形
の
ゆ
ら
ぎ
が
、
い
つ
し
か
一
つ
に
溶
け
あ
っ
て
い
き
、
ま
る
で
こ
の
一
族
の
人
々
が
人
生
の
喜
怒
哀
楽

を
共
有
し
て
脈
打
つ
、
大
き
な
ひ
と
つ
の
心
の
よ
う
に
み
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
祭
礼
の
灯
の
ゆ
ら
め
き
を
脈
打
つ
心
臓
に
た

と
え
る
所
が
、
杵
搗
き
の
響
き
に
大
地
の
鼓
動
を
聞
き
と
る
ハ
ー
ン
の
感
性
に
ど
こ
か
似
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
夕
べ
の
家
々
の
灯

の
映
像
が
、
先
の
日
記
の
な
か
に
記
さ
れ
た
、
晩
秋
の
福
井
の
民
家
で
垣
間
見
た
家
族
の
光
景
に
重
な
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
明

ら
か
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
体
験
の
、
い
わ
ば
根
幹
を
形
づ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
福
井
日
記
の
一
節
は
、
前
述
の
雑
誌

(T
he

H
om

e
Journal)

記
事
を
へ
て
、『
皇
国
』
の
記
述
で
は
日
本
の
家
に
つ
い
て
の
全
体
論
の
な
か
に
形
を
か
え
て
組
み
こ
ま
れ
て

い
る
。
著
書
に
す
る
に
あ
た
っ
て
元
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
消
さ
れ
た
の
は
、
重
要
性
が
低
い
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
の
心
の
一
番
底
に

あ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
そ
の
光
景
を
、
心
の
う
ち
に
封
じ
込
め
た
。
隠
ぺ
い
す
べ
き
記
憶

と
し
て
で
は
な
く
、
大
切
な
も
の
と
し
て
、
生
涯
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
観
、
い
や
世
界
観
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
想
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
ハ
ー
ン
の
手
紙
の
一
節
で
あ
る
。

ハ
ー
ン
は
熊
本
時
代
、
知
人
に
長
文
の
手
紙
を
書
い
て
、
自
分
の
一
日
の
様
子
を
知
ら
せ
て
い
る
。
朝
六
時
に
妻
に
起
こ
さ
れ
て
、

た
ば
こ
を
一
服
、
朝
食
の
の
ち
、
家
族
に
見
送
ら
れ
て
学
校
へ
行
く
。
午
後
帰
宅
、
手
紙
を
読
み
、
食
事
、
入
浴
、
家
族
の
だ
ん
ら

ん
、
寝
る
ま
で
読
書
、
執
筆
な
ど
。
そ
し
て
、
毎
晩
の
家
族
の
お
参
り
の
情
景
で
、
こ
う
記
し
て
い
る
。
。

「
夜
が
ふ
け
る
と
神
様
の
世
に
な
る
。
昼
の
う
ち
は
神
様
は
た
だ
普
通
の
供
物
を
受
け
る
許
り
だ
が
、
夜
に
な
る
と
特
別
の
祈
祷
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を
受
け
る
。
小
さ
い
燈
明
を
つ
け
て
、
家
族
一
同
（
自
分
を
除
い
て
）
祈
祷
礼
拝
す
る
。
こ
の
祈
祷
は
立
っ
た
ま
ま
で
す
る
が
、
仏

の
御
勤
め
は
跪
い
て
す
る
。
祈
祷
の
う
ち
に
は
自
分
の
た
め
に
す
る
も
の
も
あ
る
。
自
分
は
た
だ
一
度
祈
祷
を
す
る
よ
う
に
と
言
わ

れ
た
。
こ
れ
は
家
に
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
一
言
一
言
日
本
語
を
繰
り
返
し
て
神
々

に
祈
っ
た
。
―
神
棚
の
燈
明
は
燃
え
て
な
く
な
る
ま
ま
に
し
て
あ
る
。」
お
休
み
の
挨
拶
を
か
わ
し
、
全
く
静
か
に
な
っ
て
、
自
分

は
読
書
を
す
る
。「
こ
れ
が
日
常
生
活
の
概
略
で
す
。
そ
れ
か
ら
寝
ま
す
。」
と
手
紙
を
結
ん
で
い
る
。（
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
宛
て
、
一
八

九
三
年
十
月

（
５４
）

十
一
日
）

「
夜
は
か
み
さ
ま
の
時
間
」
と
い
う
表
現
が
、
印
象
的
で
あ
る
。
毎
晩
、
家
族
は
神
棚
の
前
に
、
仏
壇
の
前
に
そ
ろ
う
。
ハ
ー
ン

が
こ
こ
に
描
い
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
で
散
歩
の
途
中
、
黄
昏
れ
ゆ
く
な
か
に
垣
間
見
た
、
名
も
な
き
一
家

の
、
夕
べ
の
情
景
だ
と
い
え
よ
う
。

ハ
ー
ン
は
、
松
江
で
そ
う
い
う
家
族
の
一
員
と
な
り
、
そ
の
輪
の
な
か
に
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、「
夜
は
か
み
さ
ま
の
時
間
」

と
い
う
神
と
人
と
の
親
密
な
世
界
の
な
か
に
参
入
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
心
の
底
で
共
感
し
た
、
だ
が
心
の

う
ち
に
封
じ
込
め
た
一
幅
の
絵
の
な
か
に
入
っ
て
い
っ
た
の
が
ハ
ー
ン
だ
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
夕
べ
の
光
景
と
、
ハ
ー
ン
の
夜
の
世
界
。
二
人
の
日
本
体
験
の
根
源
に
あ
り
、
二
人
の
日
本
観
を
つ
な
い
だ
も
の

こ
そ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
描
き
、
ハ
ー
ン
が
手
紙
に
記
し
た
、
家
庭
の
祭
壇
を
中
心
と
す
る
親
密
な
空
間
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

寺
社
と
い
う
場
で
は
な
く
、
家
庭
と
い
う
場
。
宗
教
家
の
思
想
の
立
派
さ
で
は
な
く
、
普
通
の
家
の
中
に
し
っ
か
り
根
づ
い
て
い

る
、
ゆ
る
が
ぬ
も
の
と
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
心
に
も
、
ハ
ー
ン
の
心
に
も
染
み
入
っ
た
の
だ
と
思
う
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
『
皇
国
』
の
一
章
は
、“In

the
H

eart
of

Japan”

と
題
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
の
内
奥
の
地
で
」
と
い
う
意
味
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で
、
そ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
内
な
る
�
心
�、
人
々
を
支
え
る
精
神
と
い
う
意
味
も
こ
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
日
本
の
そ
の
内
な
る
心
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
福
井
と
い
う
土
地
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
、
福
井
滞
在
を
締

め
く
く
る
言
葉
、「
さ
よ
う
な
ら
福
井
、
あ
な
た
は
祝
福
の
井
戸
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
私
は
あ
な
た
の
中
に
真
理
を
発
見
し

た
か
ら
で
（
５５
）

あ
る
。」(Farew

ell,
Fukui,

thou
hast

been
a

w
ell

of
blessing

;
for

in
thee

I
have

found
som

e

（
５６
）

truth.)

に
言
う
と
こ
ろ
の
「
福

井
に
見
出
し
た
真
実
」（
第
十
五
章
「
封
建
制
度
の
最
後
の
年
―
―
私
の
日
記
帳
か
ら
―
―
」）
な
の
で
は
な
い
の
か
。

最
後
に
、
ハ
ー
ン
の
「
あ
る
保
守
主
義
者
」
の
一
節
に
ふ
れ
た
い
。
冒
頭
で
、
ハ
ー
ン
と
グ
リ
フ
ィ
ス
を
つ
な
ぐ
の
が
、
こ
の
作

品
だ
と
述
べ
た
が
、
こ
の
な
か
で
、
福
井
の
士
族
と
し
て
誇
り
高
く
育
っ
た
主
人
公
の
青
年
は
、
時
代
の
変
化
に
衝
撃
を
う
け
、
横

浜
に
出
て
い
く
。
最
初
は
、
外
国
人
の
思
想
や
風
俗
に
反
発
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
一
人
の
外
国
人
宣
教
師
と
知
り
合
う
。
そ
し

て
い
か
に
異
文
化
を
、
ひ
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
記
し
た
一
節
で
あ
る
。

「
相
手
の
な
か
に
も
、
理
想
へ
の
献
身
の
情
を
発
見
し
た
。
西
洋
人
の
理
想
は
、
た
し
か
に
彼
自
身
が
理
想
と
す
る
も
の
と
は
異

な
る
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
青
年
は
、
彼
ら
の
理
想
に
も
敬
意
を
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
理
想
も
ま
た
、
彼
の
先

祖
の
宗
教
と
同
様
に
、
理
想
の
た
め
に
多
く
を
捨
て
、
自
分
を
律
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
（
５７
）

っ
た
。」(he

found
devo-

tion
to

ideals,–ideals
not

his
ow

n,
but

w
hich

he
knew

how
to

respect
because

they
exacted,

like
the

religion
of

his
ancestors,

abnegation

of
m

any

（
５８
）

things.)

こ
の
宣
教
師
の
モ
デ
ル
が
誰
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
雨
森
を
改
宗
さ
せ
た
ブ
ラ
ウ
ン
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
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な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
を
含
め
、
雨
森
が
外
国
文
化
を
学
ん
だ
複
数
の
人
物
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
雨

森
信
成
が
、
西
洋
と
い
う
異
文
化
に
心
を
開
い
た
こ
の
場
面
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
福
井
で
家
庭
の
祭
壇
を
み
て
、
日
本
の
宗
教
の

伝
統
に
共
感
を
し
た
場
面
と
、
対
を
な
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
の
は
、
人
が
異
文
化
に
、
他
者
の
伝
統
に
理
解
を
寄
せ
、
尊
重
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
相
手

自
身
が
、
そ
の
固
有
の
文
化
を
大
切
に
す
る
、
真
摯
な
姿
勢
に
接
し
た
時
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
自
ら
の
文
化

を
、
み
ず
か
ら
の
伝
統
を
大
切
に
で
き
な
け
れ
ば
、
他
者
か
ら
尊
重
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
き
わ
め
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

近
年
の
日
本
で
は
、
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
生
き
延
び
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
心
構
え
が
必
要
に

な
る
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
と
、『
皇
国
』
は
、
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。

〔
注
〕

（
１
）
グ
リ
フ
ィ
ス
『
ミ
カ
ド

―
日
本
の
内
な
る
力
―
』、
亀
井
俊
介
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
六
〇
頁
。

（
２
）
グ
リ
フ
ィ
ス
『
明
治
日
本
体
験
記
』（『
皇
国
』
第
二
部
）
山
下
英
一
訳
、
平
凡
社
〈
平
凡
社
東
洋
文
庫430

〉、
一
九
八
四
年
、
三
十

九
頁
。

（
３
）
同
、
一
一
三
頁
。

（
４
）
同
、
二
三
一
頁
。

（
５
）

“Journals
of

W
illiam

E
lliot

G
riffis:

T
he

Fukui
Journal

1871-1872”

「
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
日
記
」、
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福

井

増
補
改
訂
版
』
所
収
、
㈱
エ
ク
シ
ー
ト
、
二
〇
一
三
年
、
二
五
六
〜
二
五
八
頁
。

（
６
）
『
明
治
日
本
体
験
記
』、
一
一
八
頁
。
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（
７
）
同
、
一
〇
三
頁
。

（
８
）
同
、
一
二
三
頁
。

（
９
）

W
illiam

E
lliot

G
riffis,

T
he

M
ikado’s

E
m

pire,
H

arper
&

B
rothers,

N
ew

Y
ork,

1876
（
１０
）
「
神
々
の
国
の
首
都
」（『
小
泉
八
雲
選
集

神
々
の
国
の
首
都
』」
講
談
社
学
術
文
庫
）

（
１１
）
前
掲
書

一
四
二
頁

他
。

（
１２
）
同

二
四
八
頁
。

（
１３
）
同

九
三
頁
。

（
１４
）
同

六
九
頁
。

（
１５
）
同

六
八
頁
。

（
１６
）
例
え
ば
十
一
月
五
日
（「
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
日
記
」
前
掲
書
、
二
九
二
頁
）、
十
一
月
十
九
日
、
十
一
月
二
十
日
（
同
、
二
九
六
頁
）。

（
１７
）
同
、
二
八
五
頁
、
二
九
二
頁
。
十
月
二
十
九
日
に
は
「
神
道
に
つ
い
て
話
し
た
」
と
あ
る
。

（
１８
）
同
、
二
九
二
頁
。

（
１９
）

“visse,
scrisse,

am
ò.

”(he
lived,

w
rote,

loved.)

（
２０
）
両
者
の
盆
市
や
祭
り
の
描
写
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
時
を
つ
な
ぐ
言
葉
』
第
一
章
「〈
夜
〉
の
な
か
の
〈
昼
〉
―
ハ
ー
ン
と
モ

ー
ス
」
参
照
。

（
２１
）
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
日
本
奥
地
紀
行
』
高
梨
健
吉
訳
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
三
年
、
三
一
頁
。

（
２２
）

U
nbeaten

T
racks

in
Japan,

1880

（
２３
）
拙
訳
、「
地
蔵
」『
小
泉
八
雲
選
集

神
々
の
国
の
首
都
』」
講
談
社
学
術
文
庫

（
２４
）
前
掲
書
、
一
〇
五
頁
。
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（
２５
）

Ibid
,

p.
411

（
２６
）
前
掲
書
、
一
一
五
頁
。

（
２７
）

Ibid,
p.

419
（
２８
）
河
島
弘
美
訳
「
旅
日
記
か
ら
」『
小
泉
八
雲
選
集

神
々
の
国
の
首
都
』」
講
談
社
学
術
文
庫

（
２９
）

B
asil

H
all

C
ham

berlain,
T

hings
Japanese,

名
著
普
及
会
、
一
九
八
五
年

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
』
高
梨
健
吉
訳
、
平
凡
社
東
洋
文
庫

（
３０
）

Ibid.

（
３１
）
遠
田
勝
「
ハ
ー
ン
の
神
道
」、
平
川
祐
弘
編
『
小
泉
八
雲

回
想
と
研
究
』
講
談
社
学
術
文
庫

（
３２
）
仙
北
谷
晃
一
訳
「
杵
築
」、
平
川
祐
弘
編
『
小
泉
八
雲
選
集

神
々
の
国
の
首
都
』
講
談
社
学
術
文
庫

（
３３
）
前
掲
書
、
四
二
頁

（
３４
）

T
he

Japan
E

xpedition,
1852-1854;

the
personal

Journal
of

C
om

m
odore

M
athew

C
,

P
erry,

Sm
ithsonian

Press,
1968,

p.
68

（
３５
）

M
.

C
.

Perry,
N

arrative
of

the
E

xpedition
to

the
C

hina
Seas

and
Japan,

1856,
D

over
Publications,

p.
403

（
３６
）
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
第
一
巻
（
全
三
巻
）
石
川
欣
一
訳
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
三
八
頁
。

（
３７
）

N
ellie

B
ly’s

B
ook.

:
A

round
T
he

W
orld

In
Seventy-T

w
o

D
ays.,

T
he

Pictorial
W

eeklies
C

o.,
N

ew
Y

ork,
1890

（
３８
）
前
掲
書
、
一
一
六
－
一
一
七
頁
。

（
３９
）
前
掲
書
（
日
記
）、
二
五
九
頁

（
４０
）
前
掲
日
記
、
二
六
七
頁

（
４１
）
前
掲
日
記
、
二
六
〇
頁

（
４２
）
日
記
二
九
八
、
二
九
九
頁
。
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（
４３
）
日
記
六
二
頁
。

（
４４
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
日
本
』、
三
八
九
頁
。

（
４５
）
前
掲
書
、
一
三
三
頁

（
４６
）

Ibid
p.

437

（
４７
）
前
掲
書
、
一
三
七
頁

（
４８
）

Ibid
p.

439

（
４９
）
前
掲
書
、
一
三
八
頁

（
５０
）

Ibid
p.

440

（
５１
）
前
掲
書
、
一
三
八
頁

（
５２
）
前
掲
書
、
一
三
七
頁

（
５３
）

Ibid
p.

439

（
５４
）

T
he

C
om

plete
W

ritings
of

L
afcadio

H
earn

vol.16,
p.49

（
５５
）
前
掲
書
、
二
四
九
頁

（
５６
）

Ibid
p.

540

（
５７
）
平
川
訳

前
掲
書
、
一
六
九
頁

（
５８
）

Ibid
W

ritings,
p.

405

﹇
参
考
文
献
﹈

T
he

M
ikado’s

E
m

pire

（『
皇
国
』）
第
二
部‥

『
明
治
日
本
体
験
記
』
山
下
英
一
訳
、
平
凡
社
〈
平
凡
社
東
洋
文
庫
〉、
一
九
八
四
年
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Ｒ
・
Ａ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
ト
ー
ン
『
ハ
ー
ン
、
モ
ー
ス
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
』
杉
田
英
明
他
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年

瀧
田
佳
子
「
グ
リ
フ
ィ
ス
と
ハ
ー
ン

―
二
人
の
外
国
人
教
師
像
」『
無
限
大
』
№
８８
、
一
九
九
一
年
夏
号
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
㈱

山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
〈
福
井
県
郷
土
新
書

五
〉、
一
九
七
九
年
。

『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
日
本

明
治
の
精
神
を
問
い
つ
づ
け
た
米
国
人
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
』
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
五
年
。

『
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
生
活

福
井
県
文
書
館
県
史
講
座
記
録
』
福
井
県
文
書
館
編
、
山
下
英
一
述
、
福
井
県
文
書
館
、
二
〇
〇

八
年

『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡

W
illiam

E
lliot

G
riffis:

pioneer
educator

author
of

the
M

ikado’s
em

pire

』
能
登
印
刷
出
版
部
、

二
〇
〇
九
年

「
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
見
る
ハ
ー
ン
」『
講
座
小
泉
八
雲

一
』、
平
川
祐
弘
・
牧
野
陽
子
編
、
新
曜
社
、
二
〇
〇
九
年
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
藩
に
招
か
れ
た
青
年
教
師
の
情
熱
海
を
越
え
て
、
明
治
の
精
神
を
問
い
か
け
る
（
特
集
お
雇

い
外
国
人
の
見
た
日
本
）」『
望
星
』40

(12),
40-45,

2009-12

東
海
教
育
研
究
所

『
グ
リ
フ
ィ
ス
関
連
の
論
文
合
本
―
―
若
越
郷
土
研
究
誌
掲
載
』
平
成
二
六
年
七
月
、
私
家
版

膽
吹

覚
「
福
井
大
学
総
合
図
書
館
新
収
蔵
品
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
－
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関

す
る
提
言
に
つ
い
て
」『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
』（
二
）、
二
〇
一
二
年
一
月

E
dw

ard
R

.
B

eaucham
p,

A
n

A
m

erican
T
eacher

in
E

arly
M

eiji
Japan,

U
niv.

of
H

aw
aii

Press,
1976

“G
riffis

in
Japan,

T
he

F
ukui

Interlude”,
S

ophia
U

niversity,
1971
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